
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 公共用水域の水質汚濁の現況

県内の公共用水域につ いて 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定。十画 を定め 、 関係機関 (建設省 、 通

商産業省 、 鳥取市、 倉吉市、 米子市、 船岡町、 青谷町、 岸本町) の協力 を得て 、 水質の測定を行 っ た 。

対象水域の概要図は資料26 に示す。

1 人の健康の保護に関する項 目 [健康項 目等]

〔 カ ド ウ ム 、 シ ア ン 、 有機燐、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ 素 、 総水銀、 ア ル キ ル水銀、 P C B 、 ト J ク

ロ ロ エ チ レ ソ 、 テ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ソ 〕

38河川 108地点1 , 785検体 、 4 湖沼16地点341検体及び 2 海域16地点228検体、 合 。十140地点2 , 354検

体につ いて測定を行 っ た 。 そ の結果、 前年度 と 同様に全検体が環境基準並びに水質環境 目 標に適合

し て お り 、 県 内 の公共用水域は全水域 と も 清浄であ っ た 。

な お 、 検体数の算定につ いて は カ ド ウ ム 、 シ ア ン 等の各項 目 を 1 検体 と し て扱 っ て い る 。

(測定対象公共用水域)

河川
千代川水系

千代川 、 旧袋川 、 孤川 、 山 白川 、 天神川 、 湖山川 、 枝川 、 野坂川 、 袋川
有富川 、 大路川 、 砂見川 、 八東川 、 私都川 、 佐治川

天神川水系 天神川 、 国府川 、 小鴨川 、 鴨川 、 玉川 、 絵下谷川 、 鉢屋川 、 三徳川 、 加茂川

日 野川水系 日 野川 、 法勝寺川 、 板井原川

二 級 河 川 蒲生川 、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀川

斐伊川水系 旧加茂川 、 加茂川 、 大正川

湖 沼 湖山池、 多鯰 ヶ 池、 東郷池、 中海

海 域 美保湾、 日 本海沿岸

表50 人の健康の保護に関す る 環境基準 (昭46 . 12 . 28 環境庁告示第59号)

項 目 カ ト ミ ウム シ ア ン 有 機 燐 鉛
ク ロ ム

(六価)
ヒ 素 総 水 銀

ア ルキ ル

水 銀
P C B

基準値
0. 0 1 叱/ “

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

0 1 昭/ “
以下

0 05 叱/ “
以下

0. 05 喝/ “
以下

0 0餌5叱 / “

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 され
ない こ と

表51 公共用水域に よ る 水質環境 目 標 (平 1 . 4 . 3 環境庁水質保全局長通知)

L 項 目 - ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン ー プ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ン
水 質 環 境 目 標 値 l 0 0 3 唯 / “ 以下 l 0 0 1 旺 / “ 以下

2 生活環境の保全に関する項 目 〔生活環境項 目 〕

河川 p H 、 B O D 、 S S 、 D 0 、 大腸菌群数

湖沼 p H 、 C O D 、 S S 、 D 0 、 大腸菌群数、 全窒素 、 全 り ん 圏 用語の解説は資料

海域 p H 、 C O D 、 油分、 D 0 、 大腸菌群数 33を参照の こ と

Q ) 概 要

主要水域の水質汚濁状況の概要を生活環境項 目 の代表的指標であ る B O D (河川 に適用 ) 、 又は

C O D (湖沼 、 海域に適用 ) で見れば、 次の と お り で あ る 。

(注) 本 白書では 、 B O D及び C O Dの 。平価“こっいて 、 環境基準の類型をあてはめて い る 水域に対する

環境基準の達成状況、 又はそ の他の水域に対す る 基準相当類型の 。平価に関 しては 75 %値 (表 50 注

を参照 ) を適用 し 、 水質の 汚濁状況、 水質の経年変化等の 。羽価には 、 年平均値を用いて い る 。
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《河 川 》

一級河川 (千代川 、 天神川 、 日 野川 ) の水質は 、 お おむね下流部は環境基準に定め る 河川類型A

(表52参照 、 以下同 じ ) 、 上流部は河川類型AA に相当 してお り 清浄な水質を維持 して い る 。

二級河川 (蒲生川 、 塩見ノ ー l 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀′ = ) につ いて

見 る と 、 勝部川 の一部に類型D 、 由 良川 の一部に類型B に相当す る 地点が あ る も のの 、 他の地点は

すべて類型AA~A に相当 し て お り 、 お おむね清浄な水質であ る 。

都市河川 の う ち 、 鳥取市内 を流れてい る 旧袋川 は河川類型B ~C 相当 、 倉吉市内の玉川は類型A

A~E 以下、 ま た米子市内 の 旧加茂川 は類型B ~ C に相当す る 水質であ り 玉川上流部を除いてい

ずれ も 依然 と し て汚濁 し て い る 。

《湖 沼》

湖山池はC O D (75%値) 5 . 9~6 . 5/ “ で湖沼類型C相当、 多鯰 ヶ池は4 . 0~4 . 6/ 珍 ( 同B 相当) 、

東郷池4 . 9~5 . 0/ “ ( 同 B 相当 ) と いずれ も 池全体が汚濁 し て い る が 、 中海は2 . 3~6 . 9/ “ ( 同 A

~ C 相当 ) と 地点に よ っ て汚濁状況に幅があ る 。

ま た 、 全窒素 、 全 り ん につ いては 、 湖山池は全窒素 V 相当 、 全 り ん W~ V相当 、 東郷池は 、 全窒

素が V よ り 悪 く 、 全 り ん V 相当 、 多鯰 ヶ 池は全窒素N相当 、 全 り ん n~m相当 、 中海は全窒素W~

V 相当 、 全 り ん N~ V 相当であ り 、 いずれの湖沼 も 富栄養化が進ん でい る 。

《海 域》

美保湾は C O D (75%値) 1 . 6~2 . 4/ β と海域の類型A~ B に相当 し て お り 、 ま た 、 本県の 日 本

海沿岸海域は0 . 9~1 . 7/ “ ( 同A相当 ) と 全域でほば清浄な水質を保持 し て い る 。

な お 、 県 内 の 20海水浴場はすべて環境庁の判定基準 に よ る ｢水質AA~A｣ ( 旧｢ 快適｣ フ ソ ク ) に該

当 して い る 。

表52 B O D又は C O D の概要及び環境基準適合状況

水 域 名 地 点 名
B O D

年 平 均 値
( mg / ! )

環 境 基 準 適 合 状 況

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

( % )

B O D

7 5 % 値
( mg / ′ )

相 当 す る

‘類 型
〔 河 川 〕

( 一級 河川 )
千代川 水域

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

天神 川 水系

天 神 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬
毛 谷

片 山

万 代 寺
岸 野

下 門 尾

小 原

田 後

0 . 9

0 9

0 8

1 1

1 . O

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 5

0 6

0 . 6

1 3 AA船籍船船舶----一A
100

100

66 7

50 . O

66 . 7

83 . 3

1 00

9 1 7

1 1

1 . 0

1 1

1 2

1 . 1

0 . 8

0 . 6

0 . 9

0 . 5

0 5

0 7

0 . 7

1 . 5 A船AAA祭船籍祭船船籍A
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水 域 名 地 点 名
B O D

年 平 均 値
( mg / “ )

環 境 基 準 適 合 状 況

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

( % )

B O D

7 5 % 値
( mg / “ )

相 当 す る

類 型

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

日 野川 水系

日 野 川

法勝寺川

板井原川

( 二級河川 )
蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加勢蛇川
阿弥陀川

佐 陀 川

(都市河川 )
旧 袋 川
玉 川

旧 加茂川

〔湖 沼 〕
湖 山 池

東 郷 川

多鯰 ヶ 池

中 海
〔海域 〕

美 保 港

日 本海沿岸
海水浴場

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城
河 原 町

関 金

今 西

大 類

片 森 柴
皆 生

車 尾

八 幡

姿 屋
下 榎
生 山

矢 戸

福 市
法 勝 寺
高 尾

3 地 点
れ7

〃ッ

9 地 点

3 地 点
れ7

れ7

ん7

7 地 点

5 地 点
ん7

4 地 点

4 地 点

3 地 点

1 0 地 点

7 地 点

1 地 点

8 地 点

20 地 点

1 . 1

0 . 9

0 . 8

0 . 9

0 . 9

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 7

0 . 8

0 . 8

0 . 9

0 . 7

0 . 7

0 . 6

1 . 1

1 . 1

0 . 7

0 . 7 () 0 . 9

0 . 7 () 1 . 6

0 . 6 () 0 . 8

0 . 6 () 5 . O

1 . 4 () 2 . 3

0 . 5 () 1 . O

0 . 5

0 . 6 () 0 . 9

1 . 7 () 3 . 1

0 . 9 () 1 7

2 . 4 () 4 . 9

5 . 0 () 6 . O

4 . 9 () 5 . 6

3 . 9 () 4 . 3

2 . 1 () 5 . 3

1 . 4 () 2 . 1

1 . 5

0 . 8 () 1 . 1

0 . 7 () 1 . 4 A船舶船------‐AA船籍船籍船舶--------------AA‐AABAの
96 . 7

75 . O

83 . 3

75 . O

1 00

1 00

9 1 . 7

9 1 . 7

1 0 0

9 1 . 7

83 . 3

1 0 0

0

0

0 () 1 00

50 . 0 ()9 1 . 7

1 00

1 00

1 00

1 . 3

1 . O

0 . 9

0 . 9

1 . O

1 . 1

1 . 0

0 . 7

1 . 2

0 . 7

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 7

0 . 8

1 . 0

0 . 6

0 . 8

0 . 6

1 . 3

1 . 2

< 0 . 5

0 . 7 () 1 . 0

0 . 7 ′し 1 . 5

< 0 . 5~ 1 . 1

0 . 7 ′~ 8 . O

1 . 5 ()2 . 9

0 . 5 ′し 1 . O

< 0 . 5

0 , 5 ′しL O

2 . 3し3 . 4

0 . 8 ′し 1 8

2 . 6~3 . 3

5 . 9 ()6 . 5

4 . 9 ()5 . O

4 . 0 () 4 . 6

2 . 3 () 6 . 9

1 . 6 ()2 . 4

1 . 9

0 . 9 () 1 . 7

0 . 8 () 1 . 8

A

A

AA

AA

AA

A

AA

AA

A

AA

AA

AA

AA

AA

AA

AA

AA

AA

AA

A

A

AA

AA

AA~A

AA~A

AA~D

A~B

AA

AA

AA

B~C

AA~Eよ り悪し ･
B~C

C

B

B

A~C

A~B

A

A

A

(備考 : 海水浴場については 、 開設期間内 に測定 し た ｢遊泳区域｣ の水質を示す。 )

(注) 適合率 (%) 環境基準に適合 した 日 数 × 100
総 測 定 日 数

75%値 適合率が75%以上の場合、 環境基準に適合 して い る も の と す る 。 (環境庁通達)
年間の y 個の 日 間平均値の全プー タ を値の小 さ い も のか ら順に並べた場合の ( y x
0 . 75) 番 目 (そ の数が整数でない時は 、 真近上位の整数) の数値をい い 、 環境基準
の水域類型あてはめ に係 る 水質値を示す。
〔例〕 A地点の測定値 (平均値) が下。己の場合

6 . 0 6 . 1 6 . 2 6 . 5 6 . 7 6 . 8 6 . 8 7 . 0 7 . 5 8 . 0

75%値= 1O X O . 75=7 . 5→ 8 番 目 の値 7 . 0
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表53 全窒素、 全 り ん の環境基準適合状況

　　
‘

水 域 名

あ て は め て

い る 環 境

基 準 類 型

環 境 基 準 適 合 状 況

地 点 名
全 窒 素
年 平 均 値

( mg/ “ )

環 境 基 準
適 合 率

( % )

相 当 す る
環境 基 準
類 型

全 り ん
年 平 均 値

( 雌/ “ )

環 境 基 準
適 合 率

( % )

相 当 す る
環境 基 準
類 型

湖 山 池

布 施 地 先

堀 越 地 先

中 央 部

松 原 地 先

0 7 2

0 . 6 6

0 . 6 9

0 . 9 0 VVVV
0 . 060

0 . 05 1

0 . 050

0 . 071 VVNV
東 郷 池

下浅津地先

中 央 部

野 花 地 先

松 崎 地 先

1 . 2

1 2

1 . 1

1 1

V よ り悪心

V よ り悪心

V よ り悪い

V よ り悪心

0 . 075

0 . 079

0 . 085

0 . 072 VVVV
多 鯰 池

西 部

東 南 部

北 部

0 . 4 6

0 . 4 6

0 5 9

W

W

N

0 . 010

0 . 01 0

0 . 01 1

II

II

m

中 海

m

全窒素 、
0 4mg/ " 以下

全り ん

0 . 03mg/ “ 以下

黎 葵 瀉
小 篠 津 町
地 先

葭 津 地 先

棗 美 癈
美保飛行場
地 先

彦名町地先

旧 加 茂 川
河 口 地 先

境 水 道 口

中 浜 港

0 . 4 9

0 . 5 3

0 5 8

0 . 7 5

0 5 0

0 6 3

0 . 9 1

0 4 4

0 . 5 4

1 6 . 7

( 5 8 . 3 )

1 6 7

( 4 1 . 7 )

1 6 7

( 3 3 3 )

0

( 6 6 7 )

1 6 7

0

0

4 1 7

O

W

W

W

V

N

V

V

N

W

0 . 042

0 . 038

0 . 043

0 . 064

0 040

0 . 057

0 . 087

0 . 043

0 . 049

2 2 . 7

( 6 3 . 6 )

4 1 7

( 6 6 . 7 )

1 8 2

( 6 3 6 )

0

( 8 1 8 )

5 0 0

0

0

8 3

8 . 3

W

W

N

V

N

V

V

N

N
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l

l ー ね 圏 評価方法 表層の年間平均値に よ り 行 う も の と す る 。 (環境庁水質保全局長通達)
　 　　 　 　 　 　 　 　適合率 (環境基準に適合 し た検体数/総検体数) × 100

環境基準適合率の ( ) は暫定 目 標に対す る 適合率、 適合状況であ る 。

暫定 目 酵 中 海 中 央 部 全窒素 0 . 50 mg/ “ 全 り ん o . 045 mg/ “

米子湾中央部 全窒素 0 85 mg/ “ 全 り ん o 080爬/ “

境水道中央部 、 小篠津町地先、 霞滓地先につ し ･ て は中海中央部の暫定 目 標

に よ り 評価
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表54 生活環境の保全に関す る 環境基準 (昭46 . 12 . 28環境庁告示第59号 )

1 河 川

選風 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

( pH )

生物化学的
酸素要求量

( BOD )

浮遊物質量
( S S )

熔存酸素量
( DO )

大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自 然環境 保全及び
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8. 5 以下 1 咀路

25 咀/ “
以下

7 . 5 mg/ “
以上

5 0 MP N/ 1 0o m“
以下

A
水道 2 級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8. 5 以下 2 叱離

25 咀/ “
以下

7 5 唯/ “
以上

1 , 00O MP N/ 1 0 o m“
以下

B
水 道 3 級 ･ 水 産 2 級 及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8. 5 以下 3 咀路

25 唯/ “
以下 5 唯離 5, 00 O MP N/ l oo m“

以 下

C
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級及 び
D 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上
8. 5 以下 5 唯路

50 旺/ “
以下 5 喀路

D
工業用水 2 級 ･ 農業 用 水及 び
E 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 0 以上
8 5 以下 8 叱路

1 00 旺/ “
以下 2 叱双生

E 工 業 用 水 3 級 環 境 保 全
6. 0 以上
8. 5 以下

1 o mg/ “
以下

ごみ等の浮
遊が認め ら
れない こ と 2 叱路

(注) 自然環境保全

水 道 1 級

水 産 1 級

工業用水 1 級

環 境 保 全

、全 自 然探勝等の環境保全

級 ろ過等に よ る 簡易な浄水操作を行 う も の

級 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作を行 う も の

級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の

級 ヤ マ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用

級 サケ料魚類及ひ ア ユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産 3 級の水産生物用

級 コ イ 、 フ ナ等、 β-中腐水性水域の水産生物用
1 級 沈殿等に よ る通常の浄水操作を行 う も の

2 級 薬品注入等によ る 高度の浄水操作を行 う も の

3 級 特殊の浄水操作を行 う も の

全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等を含む。 )において不快感を生 じない限度

(注) 自然環境保全

水 道 1 級

水道 2 3 級

水 産 1 級

2 湖沼 (天然湖沼及び貯水量1 , 000万立方 メ ー ト ル以上の人工湖)

渭虱 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

( p H )

化学的酸素
要 求 量

( COD )

浮遊物質量
( S S )

溶存酸素量
( DO )

大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 . 水産 1級 ･ 自 然環境保
全及び A 以下の欄に掲げ る も の

6 . 5 以上
8 5 以下 1 旺鷺 1 雌路

7 5 唯/ “
以上

5 0MP N / 1 0OM
以下

A
水道 2 、 3 級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴
及び B 以 下の欄 に掲げ る も の

6 5 以上
8. 5 以下 埋“

5 mg/ “
以下

7 . 5 叱/ “
以上

1 , 00O MP N / l oo m“
以下

B
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用 水及び C の 欄に掲げ る も の

6 5 以下
8 5 以下

5 昭/ “
以下

1 5 mg/ “
以下 埠雄

C 工 業 用 水 2 級 環 境 保 全
6 0 以上
8 5 以下 8 事焔

ごみ等の浮
遊か認め ら
れな い こ と

2 轍生

全 自然探勝等の環境の保全

級 ろ過等によ る簡易な浄水操作 を行 う も の

級 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作、 又は 、 前処理等 を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の
級 ヒ メ マ ス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並ひに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用
級 サケ料魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並ひに水産 3 級の 水産生物用
級 コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型の水域の水産生物用

工業用水 1 級 沈殿等に よ る通常の浄水操作を行 う も の
2 級 ･ 薬品注入等によ る 高度の浄水操作、 又は 、 特殊な浄水操作を行 っ も の

環 境 保 全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等を含む。 ) において不 快感を生 じ ない限度
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イ

沫 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

全 窒 素 全 り ん

自 然環境保全及び = 以下の欄に掲げ る も の 0. 1 孵/ “ 以下 0. 0 05 旺/ “ 以下

==

水道 1 、 2 、 3 級 ( 特殊な も のを除 く 。 )

水 産 1 種

水浴及び m 以下の欄に掲げる も の

0. 2 鰭/ “ 以下 0. 0 1 鰭/ “ 以下

m 水道 3 級 ( 特殊な も の ) 及び N 以下の欄に掲げる も の 0. 4 喀/ “ 以下 0. 03 唯/ “ 以下

N 水産 2 種及び V の欄に掲げる も の 0. 6 唯/ “ 以下 0 05 幣/ “ 以下

V

水 産 3 種

工 業 用 水

農 業 用 水

環 境 保 全

1 叱/ “ 以下 0. 1 鰭/ “ 以下

(注) 1 自然環境保全 . 自然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 : ろ過等によ る簡易な浄水操作を行 う も の

水 道 2 級 : 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作を行 う も の

水 道 3 級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の ( ｢特殊な も の｣ と は 、 臭気物質の除去か可能

な特殊な浄水操作を行 う も の をい う 。 )

3 水 産 1 種 サケ料魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産 2 種及び水産 3 種の水産生物用

水 産 2 種 ワ カ サギ等の水産生物用及び水産 3 種の水産生物用

水 産 3 種 コ イ 、 フ ナ等の7内章生物用

4 環 境 保 全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等 を含む。 )において不快感を生 じない限度

3 海 域

選虱 利用 目 的 の 適応性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

( p H )

化学的酸素
要 求 量

( COD )

溶存酸素量
( DO )

大腸菌群数 油 分

A
水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B 以 下 の 欄に掲げ る も の

7. 8 以上
8 3 以下

2 咀/ “ 以下
7 , 5 叱/ “

以上

L OOO MP N

/ 1 0 O M
以下

検出 さ れな
し ･ こ と

B
水 産 2 級 ･ 工業用水及 び
C の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 8 以上
8. 3 以下

3 噂/ “ 以下 5 鮨/“ 以上
検出 さ れな
し ･ こ と

C 環 境 保 全 7 . 0 以上
8. 3 以下

8 咀/ “ 以下 2 mg/ “ 以上
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(注) 1 自然環境保全 自然探勝等の環境保全

2 水 産 1 級 マ ダ イ 、 ブ j 、 ワ カ メ 等の水産生物用及び水産 2 級の水産生物用

" 2 級 ボ フ 、 ノ j 等の水産生物用

3 環 境 保 全 国民の 日 常生活 ( 沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じない限度
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( 2) 水域別

　　　　 　
o 千代川水域

千代川 は有富川 と の合流点 (河 口 か ら 約 7 km上流) か ら 、 上流は 、 河川類型AA 、 下流は

類型A の環境基準が指定 さ れて お り 、 B O D (75%値) でみれば、 類型AAの源大橋、 稲常、

佐貫の 3 地点で環境基準に適合 し て い な い が 、 そ の他の地点は環境基準に適合 して い る 。 そ の

他の項 目 につ い て 、 それぞれの指定類型に対す る 環境基準適合率を見 る と類型AAの水域では

D O 100% 、 S S 98% 、 大腸菌群数 0 % 、 類型A の水域でD O 96% 、 S S 96% 、 大腸菌群数13

% と な っ て い る 。

各河川 の水質の状況を B O D につ いて見れば、 千代川 は0 . 6~1 . 1 mg/ “ と 清浄であ り 、 千代

川 に流入す る 八東川 、 私都川 、 佐治川 も 0 . 5~0 . 7眩/ “ と 極めて清澄な水質を維持 して い る 。

水質の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較 してみ る と 、 千代川及び流入河川であ る 八東川 、

私都川 、 佐治川 と も前年度 と 同程度であ り 、 こ の水系の水質の経年変化を見て も ほば同程度で

推移 して い る 。

(圏各河川 の水質経年変化、 環境基準適合率の詳細につ いては資料27を参照の こ と 。 )

河 川 名
指 定

類 型
地 点 名

測 定

日 数
pH

D O

( mg/ “ )

B O D

( mg / ‘ )

S S

( mg / “ )

大 腸 菌 群 数

( M P N / 1 o o mの
話膏
(mg/ ‘ )

千代川水系
千 代 川 AA船舶船舶船

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷 2222222｢ユームー414｢上141二
7 . 5

7 . 0

6 . 9

6 . 9

7 . O

7 . 0

6 . 9

9 . 5

9 . 9

1 0

9 . 7

1 1

1 0

1 0

0 . 9 ( 1 . 1 )

o . 9 ( 1 . 0 )

0 . 8 ( 1 . 1 )

1 . 1 ( 1 . 2 )

1 . 0 ( 1 . 1 )

0 . 7 ( 0 . 8 )

0 . 6 ( 0 . 6 )

1 1

10

4

3

3

5

6

7 . 9 x 1 o2メ) 7 . o x 1 o4

1 . o x 1 o 3メ) 1 3 x 1 o5

7 ･ 9 × 1 0れ) 5 - 4 × 1 04

7 ･ 0 × 1 02~ 3 3 × 1 04

4 ･ 6 × 1 0れ) 1 3 × 1 05

3 . 3 x 1 o2メ) 4 . 9 x 1 o4

2 3 × 1 02~ 1 ･ 7 × 1 04

0 . 9

1 1

0 . 7

0 . 9

0 . 8

0 . 8

0 . 6

八 東 川

片 山

万 代 寺

岸 野 乾物12
7 . 0

7 . 0

6 . 8

1 0

1 0

1 1

o . 7 ( 0 . 9 )

0 . 6 ( 0 . 5 )

0 . 5 ( 〈0 . 5 )

6

5

2

3 . 3 x 1 o 2{) 5 . 4 x 1 o4

3 . 3 x 1 o 2メ) 2 . 4 x 1 o4

1 . 3 x 1 o 2.) 1 . 3 x 1 o4

0 . 8

0 . 7

0 . 6

私 都 川 下 門 尾 12 7 . 0 1 1 0 . 6 ( 0 . 7 ) 5 7 . o x 1 oれ.) 3 3 x 1 o4 0 . 9

佐 治 川 小 原 12 7 . 0 1 0 0 . 6 ( 0 . 7 ) 4 4 ･ 9 × 1 0れ) 1 7 × 1 05 0 . 8

表55 測

( ) 内 は75%値
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( 測定地点図)

〔 千 代 川 〕 B O D (唯/“ ) ( B O D 最大~最小値 )
日 本海 × 75 %値 ( 0 . 5 未満3. 5

B

賀蕗 2 . 5行徳

源大橋 2 0
稲常

A

下門尾 1 . 5

失 火 ま AA佐貰 飜 1 ‐ O
小原 寺 露 0 ‐ 5

市毛瀬 o 賀 行 渠 稲 佐 市 毛 片 褒 岸 西 小 城
谷 霧 徳 橋 常 貫 瀬 谷 山 寺 野 尾 原 型

0 5 10 1 5 km
L

表56 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

片 山

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

小 原

1 . 3

1 . 2

1 . O

1 . O

0 . 8

1 . 2

1 . 2

1 . 2

1 . 2

0 . 9

1 . 1

1 . 2

1 . 1

1 . 1

0 . 9

0 . 9

0 . 8

こ> 0 . 8

こ> 0 . 6

1 . 1

こ> 0 . 9

0 . 7

1 . 2

こ> 0 . 9

こ> 0 . 6

こ> 0 . 7

0 . 9

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 6

こ> 0 . 6

0 . 7

0 . 5

こ> 0 . 7

こ> 0 . 6

0 . 8

■◆ 1 . 0

0 . 9

0 . 8

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 5

0 . 7

0 . 7

0 . 9

1 。 1

0 . 7

0 . 9

0 . 8

0 . 8

0 . 6

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 9

0 . 8

0 . 9

0 . 9

0 . 8

1 . 1

1 . 0

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 5

□> 0 . 6

0 . 6

饉) □ ･ 前年度に比べ良 く な っ た も の 吟 前年度に比べ悪化 し た も の

o 天神川水系

天神川 は小鴨川合流点 (河 口 か ら約 7 km上流) か ら 上流は 、 河川類型A A 、 下流は類型A の環

境基準が定め ら れてお り 、 B O D (75%値) でみれば類型A A及びA水域の全地点で環境基準に適

合 し て い る 。 B O D以外の項 目 の環境基準適合率をみ る と 、 類型A Aの水域では 、 D O 100% 、 S

S 97% 、 大腸菌群数 0 %、 類型Aの水域で 、 D O98% 、 S S 98% 、 大腸菌群数 2 % と な っ て い る 。

各河川 の水質の状況を B O Dで見れば、 天神川 (0 . 8~ 1 . 3 mg/ “ ) 及び天神川 に流入す る 小鴨川

--
〕
‘
=
!

-
1
〃I

-"
"

-
-
{
,
-
-
11

【-
‘
!
、
‘
‘
′

"
′

l
ri

j
-
1
j

-
“
=

Iー
-

-1
.

-“
="
=
=

=｢
!
1

-l
l
-
-
!
)

-!
,
L
I
!
=
=
"
=

“転
出
r
z
]

′
串
=
=
!
"
=
=
牲
荘

"
疋
{
!

j
j

-
i-

i

　
　　
　

　　
　

; ‘ ′ . 8~ 1 . 3 mg
　

　 　 　 (0 . 8~ 1 . o mg/ “ ) 、 三徳川 (0 . 8~ 1 . o mg/ “ ) と も 清浄であ る 。

脚 本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較す る と 、 天神川 、 /
　

本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較す る と 、 天神川 、 小鴨川 、 三徳川 と も 前年度 と 同程

度であ り 経年的な水質の変化を見て も 水系全体と し て は “ま 回程度の水質で推移 し てい る 。r 度で あ り 経年的な水質の変化を見て も 水系全体と し て は “ま 回程
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表57 測定結果

河 川 名
指 定

類 型
地 点 名

測 定

日 数
pH

D O

( mg / ! )

B O D

( mg / ! )

S S

( mg / “ )

大 腸 菌 群 数

( M P N / 1 0 o mの
話脣
(mgノ リ

天神川水系
天 神 川 AA船舶船

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨 2022214(3141414
7 . 1

7 . 2

7 . 2

7 3

7 . 2

9 . 5

1 0

1 0

1 0

1 1

1 . 3 ( 1 . 5 )

1 . 1 ( 1 . 3 )

0 . 9 ( 1 、の

0 8 ( 0 9 )

0 . 9 ( 0 . 9 ) 1▲7‘〔DJ召性QU1414
1 1 × 1 0 3~ 4 ･ 9 × 1 04

7 ･ 9 × 1 02~ 4 6 × 1 04

2 . 3 x 1 o 3メ〉 7 . 9 x 1 o4

4 . 9 x 1 oれ〉 3 . 3 x 1 o4

2 。 7 × 1 0 2~ 7 ･ 9 × 1 03

1 1

1 . 2

1 . 2

0 . 9

0 . 7

小 鴨 川

巌 城

河 原 町

関 金

今 西 珍物乾物
7 . 1

7 . 3

7 . 3

7 . 4

9 . 5

1 0

1 0

1 0

0 . 9 ( 1 . 0 )

1 . 0 ( 1 . 1 )

1 . 0 ( 1 . 0 )

0 . 8 ( 0 . 7 )

8

5

7

2

7 ･ 9 × 1 0れ) 4 ･ 9 × 1 04

7 . 9 x 1 oれ、) 4 9 x 1 o4

1 . 4 x 1 oれ) 3 3 x 1 o4

1 . 3 ~ 1 . 7 x 1 o4

1 . 0

0 . 9

1 1

0 . 7

国 府 ′ 福 光 12 7 . 3 9 . 9 0 . 9 ( 1 . 0 ) 10 1 . 7 x 1 oれ、) 3 3 x 1 o4 1 1

三 徳 ′
大 願

片 柴 乾物
7 . 4

7 . 3

1 1

1 1

1 . 0 ( 1 . 2 )

0 . 8 ( 0 . 7 )

4

4

1 . 4 x 1 o3メ) 4 . 6 x 1 o4

4 ･ 9 × 1 0れ、) 1 3 × 1 04

0 . 9

0 . 7

加 茂 j 森 12 7 . 2 1 1 0 . 8 ( 0 . 9 ) 2 1 3 × 1 0れ) 1 3 × 1 04 0 . 8

(測定地点図) 日 本海 ( B O D 最大~最小値 )
〔 天 神 川 〕 BOD (咀/ “ ) × 7 5 %値 ( 0. 5 未満

田後 3 . 0

巌 2 5城 小田

B

A

西 o5

田 小 大 今 穴 巌 河 関 今 福 大 片 (
　 　 　

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　
0 5 1 0 km 後 田 原 泉 鴨 城 町 金 西 光 瀬 柴 も

表58 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

今 西

大 願

片 柴

森

1 . 1

1 . 2

0 . 7

0 . 5

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 9

0 . 7

0 . 5

こ> 0 . 8

1 . 0

0 . 6

0 . 5

0 . 5

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 8

0 . 9

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 7

0 . 6

0 . 5

■◆ 1 . 1

1 . O

1 . O

0 . 6

0 . 6

0 . 8

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 9

0 . 6

0 . 6

1 . 1

1 . 2

1 . 2

11-◆ 0 . 9

0 . 7

1 . 0

0 . 9

■◆ 1 . 1

0 . 7

0 . 9

0 . 7

0 . 8

1 . 3

1 . 1

□> 0 . 9

0 . 8

0 . 9

0 . 9

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

0 . 8

0 . 8
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日 野川水系

日 野川 は 日 野橋 (河 口 か ら 約 3 km上流) か ら 上流は河川類型AA 、 下流は類型Aの環境基準が

定め ら れて お り 、 B O D (75%値) でみれば類型A及びAA水域の全地点で環境基準に適合 して い

る 。 B O D以外の項 目 の環境基準適合率を み る と 、 類型AA の水域では 、 D 0 、 S S は 100%環境

基準に適合 してい る が 、 大腸菌群数は 1 %であ る 。 ま た 、 類型A の水域では 、 D O 100% 、 S S は9

3% 、 大腸菌群数は 14% と な っ て い る 。

こ の水系の水質の状況 ( B O D ) は 、 日 野川 (0 . 6~0 . 9肥/ “ ) 及び法勝寺川 (1 . 1~1 . 7 mg/

の 、 板井原川 (0 . 7 mg/ “ ) と も 、 清浄な水質であ る と い え る 。

水質の状況を B O Dで前年度 と比較す る と 、 日 野川 、 法勝寺川 と も 前年度 と 同程度であ り 経年

的に見て も 、 こ の水系全体 と し て はば同程度の水質で推移 し てい る 。

表59 測定結果

水 域 名
指 定

類 型
地 点 名

測 定

日 数
pH

D O

( mg / ! )

B O D

( 唯 / “ )

S S

( 電/ “ )

大 腸 菌 群 数

( M P N / 1 0 o mの
誌客
(mg/ “ )

日野川水系
日 野 川

A

A

AA

AA

AA

AA

AA

AA

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

12

31

12

12

12

12

12

12

7 3

7 . 3

7 . 5

7 4

7 1

7 . 0

7 . 1

7 . 1

1 0

1 0

1 1

1 1

1 0

1 0

1 1

1 1

0 8 ( 0 9 )

0 . 7 ( 0 . 9 )

0 . 8 ( 0 . 7 )

0 8 ( 0 8 )

0 9 ( 1 0 )

0 . 7 ( 0 . 6 )

0 . 7 ( 0 . 8 )

0 . 6 ( 0 . 6 )

15

8

1 1

9

7

6

5

3

1 1 × 1 0れ) 1 7 × 1 04

4 . 9 x 1 oa、) 2 . 2 x 1 o5

4 . 9 x 1 oれ、〕 1 . 4 x 1 o4

7 o x 1 oれ) 5 4 x 1 o4

2 3 × 1 0れ) 1 3 × 1 04

3 . 3 x 1 oれ、) 2 . 4 x 1 04

2 ･ 3 × 1 0れ) 1 ･ 7 × 1 04

2 . 3 × 1 0 ~ 1 . 7 x 1℃4

1 1

0 . 8

0 . 6

0 6

0 5

0 . 6

0 . 6

0 . 5

法勝寺川
福 市

法 勝 寺 乾物
7 . 3

7 . 4

9 . 9

1 0

1 . 1 ( 1 . 3 )

1 . 1 ( 1 . 2 )

1 2

8

3 . 3 x 1 oれ) 5 . 4 x 1 o4

2 . 2 x 1 oれ) 1 3 x 1 o4

1 1

1 . 2

板井原川 高 尾 12 7 1 1 0 0 7 ( 0 5 ) 5 4 9 × 1 0 () 2 4 x 1 o4 0 5

5

(測定地点図)

〔 日 野 川 〕

美保湾 ( B O D 最大~最小値 )

× 7 5 %値 へ 0 . 5 未満B OD ( I喀/ “ )皆生

車尾

福市 八幡

法勝寺 溝口

B

A

武庫

高尾 AA

矢戸 生山

皆 車 八 溝 武 下 生 矢 福 簇 高 余
生 尾 幡 ロ 庫 榎 山 戸 市 寺 尾 翌0 5 10 15 km
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表60 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / " )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

0 . 9

1 . O

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 9

に> 0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 8

0 . 7

0 . 5

0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 7

0 . 6

0 . 5

0 . 8

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

11-◆ 1 . 0

11-◆ 1 . 1

0 . 6

11l◆ 1 . 1

0 . 8

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 6

0 . 6

0 . 5

1 . 1

1 . 2

0 . 5

に> 0 . 8

0 . 7

0 . 8

0 . 8

■◆ 0 . 9

0 . 7

0 . 7

0 . 6

1 . 1

1 . 1

0 . 7

“ ) 都市河川

旧袋川 (鳥取市) の水質は 、 B O D (75%値) 2 . 3~3 . 4眩/ “ (河川類型B ~ C相当 ) と 汚

濁 して い る が 、 前年度の測定結果 と 比較す る と ほ ば同程度であ る 。

玉川 (倉吉市) は 、 上流部の八幡町 (0 . 8 mg/ “ ) を除いて5 . 0~18 mg/ “ (河川類型 C ~E

以下相当 ) と 依然 と し て汚濁 し てお り 、 宮川町、 西仲町、 余戸谷町の各地点が著 し い 。 前年度

と 比較す る と ほ ば同程度であ る 。

旧加茂川 (米子市) は2 . 6~3 . 3電/ “ (河川類型B ~ C 相当 ) と 全水域で汚濁 してい る 。 ま

た 、 前年度 と 比較す る と 、 禄 は同程度であ る 。

こ れ ら の都市河川 の経年変化 (昭和61年度~平成 3 年度) を見 る と 、 旧袋川 、 玉川 、 は年に

よ り 変動はあ る も のの “まば横ばいの水質で推移 してい る が、 旧加茂川は近年やや良 く な っ てい る 。

表61 測定結果

河 川 名
指 定

類 型
地 点 名

測 定

日 数
p]H

D O

( mg / “ )

B O D

( mg / ′ )

S S

( 昭/ “ )

大 腸 菌 群 数

( M P N / 1 o o mg )
& 奪 啓
( mgノ リ

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋
三洋大橋 222222611ムー414｢ユー4

6 . 9

6 . 9

6 . 8

6 . 9

6 . 9

6 . 9

7 . 1

7 8

7 8

6 8

8 1

8 . 4

8 . 7

9 8

3 . 1 ( 3 . 4)

2 . 0 ( 2 . 3)
2 . 2 (2 . 6)

2 . 9 (2 . 8)

2 . 3 (2 . 8)
2 . 7 ( 3 . 1 )
1 . 7 ( 2 . 5) 32908431▲14̂乙14

4 ･ 9 × 1 0れ) 3 3 × 1 0 5

2 2 × 1 0 3~ 1 1 × 1 0 5

3 ･ 3 × 1 0れ〉 > 2 4 × 1 0 5

1 7 × 1 0 3~ > 2 ･ 4 × 1 0 5

4 ･ 6 × 1 0 3~ > 2 ･ 4 × 1 0 5

2 . 4 × 1 oれ、) 9 . 2 × 1 0 5

4 9 × 1 0れ) 1 3 × 1 0 5

2 . 9

2 . 6

2 . 9

2 . 1

2 . 4

3 . 7

2 . 9

玉 川

巌 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 222221墨1414T■414
6 . 9

7 . 1

7 . 1

7 . 1

7 . 3

8 5

6 . 8

7 . 5

8 7

1 0

4 . 2 ( 5 . 0)

1 1 ( 12)
17 ( 1 8)

1 1 ( 14)
0 . 9 ( 0 . 8)

6

8

14

8

3

1 3 × 1 0も) 1 3 × 1 0 5

2 . 3 x 1 04メ〉 3 . 5 x 1 0 5

3 - 3 × 1 04~ > 2 ･ 4 × 1 0 5

7 0 × 1 0れ) 1 7 × 1 0 5

1 7 x 1 0 3メ〉 3 3 × 1 0 4

4 . O

1 4

2 3

1 1

1 . 0

旧加茂川

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 橋

加茂川橋 Û̂ÛÛÛU14TニームT.墨｢.4
7 . O

6 . 9

6 . 9

7 . 0

7 . 0

8 . 5

8 . 4

9 . 4

9 5

9 8

2 . 4 (2 . 6)

4 . 9 ( 3 . 3)

3 . 4 ( 3 . 0)
2 . 8 ( 3 . 3)

2 . 8 ( 2 . 8)

14

1 1

12

12

12

6 . 4 × 1 0 4~ > 2 . 4 x 1 0 5

7 . 9 x 1 0 4~ > 2 . 4 x 1 0 5

1 . 7 × 1 0 4~ > 2 . 4 × 1 0 5

3 1 x 1 04~ 2 . 4 x 1 0 5

1 3 × 1 04~ > 2 4 x 1 0 5

2 . 4

2 . 9

2 . 5

4 . 1

4 . O

( ) 内 は75%値
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(測定地点図)

〔 旧 袋 川 〕 〔 玉 川 〕 〔 旧 加 茂 川 〕

日 本海

4 霧 至よなこ訥撃ち拗 鞠濃l
川

丸 繊 蕃 天 加茂=山橋 出合橋 神 至まつえ　 　 　

ご 大橋 萬
き ょ う と 川

( BOD 最大~最小値 )

× 7 5 %値

( 0. 5 未満

BOD

! o 浜 出 ~

(増/ “ )

　 　

'iI
II
を

へ

1 0

O

巌 西 八

仲 幡

城 町 町

1 0

灘
町
橋

5

旭 幾
　 　

表62 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 61年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

7 地 点

5 地 点

5 地 点

2 . 6′し5 . 4

0 . 8 ′〉19

oB . 8 ′し 1 1

2 . 0 ′〉6 . 7

0 . 7()20

"'8 . 6 ′し26

に> 1 . 6()4 . 9

0 . 7()20

に>5 . 7()1 5

1 . 4()3 . 5

0 . 7()20

に>4 . 5()9 . 8

2 . 1 ()3 . 7

1◆ 1 . 0()23

に>2 . 4()4 . 1

1 . 7′〉3 . 1

◇o . 9ノ)17

2 . 4 ′〉4 . 9

一 72 -
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(瓣‘/ “ )B O D

(賤‘/ “ )



( ゥ) 二級河川

県内の主要二級河川 8 河川 につ いて 、 そ れぞれ各 3 地点の測定結果を見 る と 、 蒲生川 、 加瀬

蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀川 は B O D (75%値) 1 mg/ “ 以下 (河川類型AA相当) と 極めて清浄

な水質であ り 、 他の河川 も 一部の地点を除 き おおむね清浄な水質を維持 し て い る 。

各河川 の水質につい て 、 前年度 と の対比を見 る と 、 全般に “ま ば同程度であ る 。

ま た 、 こ れ ら の河川 の経年変化は 、 ほ ば同程度で推移 して い る 。

表63 測定結果

河 川 名
指 定

類 型
地 点 名

測 定

日 数
pH

D O

( mg / “ )

B O D

( mg / ′ )

S S

( mg / “ )

大 腸 菌 群 数

( M P N / 1 0 o mQ )
話客
(眩/ “ )

蒲 生 川

本 庄

恩、 志

太 田 444
7 . 1

7 . 1

6 . 9 010141ユー▲
0 . 7 ( 0 . 7)

0 . 8 ( 0 . 8)

0 . 9 ( 1 . 0) RUQUどり
1 1 x 1 oれ、) 3 5 x 1 o4

1 . 7 × 1 0れ〉 1 . 7 × 1 04

1 1 × 1 0れ〉 1 7 × 1 04

0 . 9

0 . 8

1 1

塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 444
6 . 8

6 . 6

7 . 3

7 . 9

5 . 3

9 9

1 . 4 ( 1 . 4)

1 . 6 ( 1 . 5)

0 . 7 ( 0 . 7) 1063
7 . 9 x 1 oれ、) 1 . 3 x 1 o4

3 . 3 x 1 oれ〉 1 . 7 x 1 o4

1 3 x 1 oれ、) 1 7 x 1 o4

1 . 0

1 . 0

0 . 7

河 内 川

宝 木

宿

来 日 444
6 . 9

7 . 1

7 . 1

9 9

1 0

1 0

0 . 8 ( 0 . 9)

0 . 8 ( 1 . 1 )

0 . 6 (<0 . 5) ｣4rD7-
1 3 x 1 oれ、) 1 7 x 1 o4

1 . 3 x 1 oれ〉 1 . 3 x 1 o4

4 . 9 x 1 oれ、) 2 . 3 x 1 o3

1 . 3

1 . 1

0 . 5

勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 949
7 . 1

7 . 0

7 . 0

9 0

1 0

1 0

1 . 3 ( 1 . 4)

0 . 7 ( 0 . 7)

1 . 2 ( 1 . 5)

6

2

7

3 3 x 1 oれ〉 3 5 x 1 o5

1 . 7 x 1 oれ、) 2 . 3 x 1 o4

7 . 9 x 1 oれ、) 2 . 3 x 1 o4

1 . 7

0 . 7

2 . 3

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

東 亀 谷 444
7 . 1

7 . 2

7 . 2

8 1

9 . 7

1 0

1 . 7 ( 2 . 0)

1 . 4 ( 1 . 5)

2 . 3 ( 2 . 9)

1 1

6

5

4 9 x 1 oれ〉 3 3 x 1 o4

7 . 9 x 1 oれ、) 4 . 9 x 1 o4

7 . 9 x 1 oれ、) 3 . 3 x 1 o4

2 . 7

3 . 4

2 . 6

加勢蛇川

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 444
7 . 6

7 . 4

7 . 3

1 1

1 0

7 . 8

1 . 0 ( 1 . 0)

0 . 9 ( 1 . 0)

0 . 5 ( 0 . 5)

3

2

5

3 3 x 1 oれ〉 2 3 x 1 o3

3 . 3 x 1 oれ、〕 1 . 3 x 1 o3

1 . 1 x 1 oれ、) 1 . 3 x 1 o4

1 . 0

1 . 2

0 . 8

阿弥陀川

所 子

坊 領

月 ｣ 444
7 . 6

7 . 3

7 . 3

1 1

1 0

9 . 9

0 . 5 (<0 . 5)

0 . 5 (<0 . 5)

0 . 5 (<0 . 5)

2

2

3

3 3 × 1 02~ 2 2 × 1 0斧

4 . 9 x 1 oれ〉 7 . 9 x 1 o2

3 . 3 x 1 oれ、) 4 . 9 x 1 o3

0 . 9

0 . 6

0 . 7

佐 陀 川

佐 陀

吉 長

福 万 444
7 . 4

7 . 1

7 . 3

1 1

1 1

9 8

0 . 9 ( 1 . 0)

0 . 7 ( 0 . 8)

0 . 6 ( 0 . 5)

8

4

8

1 . 7 x 1 oれ、) 7 . 9 x 1 o3

2 3 x 1 oれ〉 2 8 x 1 o4

3 1 x 1 oれ〉 7 9 x 1 o3

1 . 2

1 . 1

0 . 9

( ) 内 は75%値
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(測定地点図)

〔 蒲生川 〕 〔 塩見川 〕 o 5 1 0 km 〔 河内川 〕 〔 勝部ノ = 〕

日 本海 、 本庄 恩志 日 本海 ゞ . 日 本海" 青

BOD Bo D へ 0. 5 未満 BOD BOD
(幣/ “ ) (叱/ “ ) (叱/ “ ) (増/ “ )

忍 AA 1

- 4

A 2

支 AA 1 入 AA

本 恩 大 細 海 笹 宝 宿 来 青 吉 善
庄 志 田 川 士 溪 木 日 谷 川 田

〔 加勢蛇j = 〕

日本海

〔 由良川 〕

日 本海

亀谷 瀬戸
穴沢

BOD

三本杉 八反田

A

瀬 穴 東
亀

戸 沢 谷

(増/ “ )

3

火 AA
上 八 三

伊 反 本
勢 田 杉

A

〔 阿弥陀J = 〕

日 本海

BOD

(唯/ “ )

3

所 坊

子 領
月 ｣

A

〔 佐陀川 〕

日 本海

BOD

(唯/ “ )

佐 吉 福

陀 長 万

A

AA

"
ii誰
川
船
〆
轟

摘関
目
=
川

i
-

‘津
川主

誰川
川
儲
刺
蛆
川
端

ね
=
産

II
珪

i
i
曲

-潮
鬮
剛

翻

事

表64 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

S 6 1 年 度 S 6 2 年 度 S 6 3 年 度 H 1 年 度 H 2 年 度 H 3 年 度

蒲 生 ′

塩 見 ′

河 内 j

勝 部 j

由 良 ′

加 勢 蛇 j

阿 弥 陀 j

佐 陀 ′

l

l

l

=

=

l

I

l

3 地 点 1 . 0() 1 . 8

1 . 0()1 . 7

0 . 9() 1 . 5

1 . 2()1 . 4

1 . 6()3 . 2

0 . 7() 1 . 9

< 0 . 5()0 . 6

0 . 6()0 . 7

こ> 0 . 9() 1 . 2

こ> 0 . 9()1 . 2

こ> 0 . 6() 1 . 1

0 . 9~1 . 8

1 . 6~2 . 6

こ> 0 . 6 () 1 . O

0 . 5~0 . 7

0 . 6~0 . 8

に> 0 . 7()0 . 8

◇ o . 6~0 . 9

0 . 7()1 . 0

に> 0 . 6()1 . 6

1 . 8~2 . 4

◇<0 . 5~0 . 6

0 . 5~0 . 6

0 . 5~0 . 7

0 . 6()o . 8

0 . 5()1 . 2

0 . 5() 1 . 2

『◆ 0 . 6 ()2 . 7

■◆ 1 . 7()3 . 2

0 . 6^)1 . 0

0 . 6() 1 . 1

1◆ 0 . 8^)1 . 9

0 . 8() 1 . 1

0 ･ 7() 1 ･ O

0 . 5() 1 . 3

0 . 7^)2 . 3

2 . 6() 3 . 4

0 . 8() 1 . 2

0 . 6()0 . 9

に> 0 . 9() 1 . 2

0 . 7~0 . 9

◆ 0 . 7~1 . 6

◇ 0 . 6~0 . 8

◇ o . 7~1 . 3

◇ 1 . 4~2 . 3

0 . 5~1 . 0

◇ 0 5

◇ o . 6~0 . 9
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イ 湖 沼

伊) 湖 山 池

湖山池は 、 環境基準の湖沼類型A が定め ら れて い る が 、 C O D (75%値) は5 . 9~6 . 5贈/ “

と 4 地点 と も 環境基準に適合 してお らず 、 類型C に相当 してい る 。 そ の他の項 目 につ いて環境

基準適合率をみ る と 、 D 081% 、 S S 17% 、 大腸菌群数75% と な っ て い る 。 C O D につ いて前

年度の水質 と比較す る と 、 同程度であ り 、 経年的に見て も近年は 、 ほ ば同程度で推移 して い る 。

湖中央部 (上層 ) の全窒素 ( T - N ) 、 全 り ん ( T - P ) につ い て は富栄養化が進んでお り 、

年 に よ り 変動は あ る が近年は同程度で推移 してい る 。

表65 測定結果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
pH

D O

( mgノ リ

C O D

( mg / “ )

S S

( mg / “ )

大腸菌群数

MP N /100mQ )

全 窒 素

(肥ノ リ

全 り ん

(電/ “ )

2 年 度
C O D

(鰓/ “ )

①布勢地先 12 7 . 6 9 . O
5 . 5

( 6 3 )
1 3

1 . 3 × 1 0 2

() 2 . 3 × 1 0 4
0 . 7 2 0 . 060 5 . 5

②堀越地先 12 7 . 7 8 . 6
5 . O

( 5 . 9 )
1 1

4 . 9 × 1 0

~2 . 6 × 1 0 3
0 6 6 0 . 05 1 5 2

③中 央 部 12 7 . 9 8 . 9
5 . 1

( 5 . 9 )
1 3

5 . 6 × 1 0

~L 7 × 10 3
0 . 6 9 0 . 0 50 5 . 2

④松原地先 12 8 . O 8 . 9
6 0

( 6 5 )
18

2 . 0 × 1 0 2

~ 1 . 3 × 1 0 4
0 . 9 0 0 . 07 1 5 . 2

布 堀 中 松
勢 越 m 原
地 地 ハ 地
先 先 部 先

央 ･ 0
　 　 　 　 　 　
6 1 62 63 1 2 3

　 　 　 　 　 　

表66 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

湖 山 池 4 地 点 5 . 7()6 . 2 6 . 5()6 . 8 5 . 4^)7 . O □,5 , 5 ′し5 , 8 5 . 2()5 . 5 5 . 0()6 . O
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名 ) 多鯰 ヶ 池

多鯰 ヶ 池は 、 環境基準の類型指定が な さ れて い な い が 、 C O D ( 75%値) で見 る と 4 . 0~4 . 6

mg/ “ と 湖沼類型B に相当 し て い る 。

水質は 、 池全体が平均 して若干汚濁 してお り 、 C O D で比較す る と前年度 と 同程度であ り 、

経年的に見て も ほば同程度であ る 。 湖内の 3 地点を平均 した全窒素 ( 全 一 N ) 及び全 り ん ( rr

- P ) につ い てみ る と 前年度 と ほば同程度であ る 。

表67 測定結果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
pH

D O

(唯ノ リ

C O D

( mg ノ リ

S S

(肥/ ′ )

大腸菌群数

(M P N /100皿)

全 窒 素

( mg/ ′ )

全 り ん

( mg/ ′ )

2 年 度
C O D

(mg/ “ )

① 西 部 4 6 .8 7 . 5
4 3

( 4 6 )
3

3 5 × 1 0

~ 1 0 × 1 0 3
0 4 6 0 . 0 10 4 6

② 東 南 部 4 7 .O 8 . 9
3 . 9

( 4 . 2 )
3

2 , 3 × 10

~6 . 0 × 10 2
0 4 6 0 . 0 1 0 3 7

③ 北 部 4 6 .6 7 . 6
4 2

( 4 0 )
5

2 , 6 × 1 0 2

() 6 . 6 × 10 3
0 5 9 0 . 0 1 1 3 8

( 測定地 点図 )

0 1 km

T- N ･ T~ P の経年変化

(市弱 中央部 (上層) (竜7あ
1 0 1

9 □ TーN (全窒素) 十 T一 P (全 り ん) 0 09
8 0 08

7 0 07

6 0 第

5 /』＼/#~口 o o5
4 0 04

3 0 03

盆 ｢ノr｣/ヤメ＼＼“ 8 8娑

　 　 　 　 　
61 6 2 63 1 2 3

鍾 震 錢 震 緩 鍵
表68 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

多 鯰 ヶ 池 3 地 点 3 2()3 5 3 2()3 6 3 5()3 8 .･4 3′し4 5 3 8()4 6 3 9()4 3

例 東 郷 池

東郷池は 、 環境基準の湖沼類型Aが定め ら れてい る が 、 C O D (75%値) でみ る と 、 4 . 9~5 .

o mg/ “ と 4 地点 と も 環境基準に適合 して お ら ず 、 類型 B 相当 と 汚濁 して い る 。 ま た 、 そ の他

の項 目 の環境基準適合率は 、 D 071% 、 S S 17%及び大腸菌群数83% と な っ て い る 。

本湖の水質は 、 湖全体でほ と ん ど均一であ り 、 経年的には 猿 ば回程度の水質で推移 して い る 。

ま た 、 中央部の全窒素 ( T~N ) 及び全 り ん ( T ~ P ) につ い ては平成 3 年度は前年に比べや

や悪化 し て い る 。
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表69 測定結果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
pH

D O

( mg / “ )

C O D

( mg / の

S S

( mg / “ )

大腸菌群数

(M P N / 100mQ )

全 窒 素

( mg/ ′ )

全 り ん

( mg ノ リ

2 年 度
C O D

( mg/ ! )

①菟 浅 雍 12 8 . 5 9 . 7
5 4

( 4 . 9 )
1 1

4 . 0 × 1 0

() 7 . 9 × 1 0 3
1 . 2 0 . 07 5 4 . 6

②中 央 部 12 8 . 4 8 . 7
5 . 6

( 5 . 0 )
9

5 . 6 × 1 0

() 2 . 8 × 1 0 3
1 . 2 0 . 079 4 . 6

③野花地先 12 8 . 3 9 . 3
5 . 6

( 5 . 0 )
9

1 . 3 × 1 0

() 3 . 6 × 1 0 3
1 . 1 0 . 085 4 . 5

④松崎地先 12 8 . 4 8 . 4
4 9

( 5 0 )
8

4 . 4 × 1 0

() 4 . 5 × 1 0 3
1 1 0 . 072 4 . 5

( 測定地点図 )

橋津川

下浅津

①

② 松崎
上浅津

0 1 2 km

T- N ･ T- P の経年変化

,霧 ゞ攣 曼盃繍、値 ) (鰯 中央部 (上層) (竈あ1 6 0 16

8 C 1 4 0 14

, ば 雀 /口＼/へ / □ 8 ぎ
3 ･ A 8 8 .~ゞキノヌン 8 縫
o 下 中 野 松 8 翁 ロ .一M鐵汁 ,一口 ,飢, 8 雛

下
浅
津
地
先

中 野 松 0 2

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　
度 度 度 度 度 度

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

東 郷 池 4 地 点 3 . 9()4 . 4 4 . 2()4 . 4 4 . 5()4 . 7 4 . 9 ′〉5 . 1 4 . 5()4 . 6 4 . 9()5 . 6

国 中 海

中海は湖沼類型Aの環境基準が定め ら れて い る 。 鳥取県水域につ いて 5 地点の C O D (75%

値) で見 る と 、 小篠津町地先 (2 . 8 mg/ “ ) で類型A に適合 し て い る が 、 境水道中央部 (3 . 1 mg /

“ ) 、 波町地先 (3 . 3 mg/ “ ) 、 葭津地先 (3 . 7 mg/ “ ) 米子湾中央部 (6 . 1 mg/ “ ) は類型 B

~ C 相当 と な っ て い る 。 他の項 目 の環境基準適合率を見 る と 、 D 0 57% 、 S S 47% 、 大腸菌群

数89% と な っ て い る 。

前年度の水質 と の比較を C O D につ い て見 る と 、 ほ ば同程度であ り 、 経年的に見て も 近年は

同程度で推移 し て い る 。

全窒素 ( T - N ) 、 全 り ん ( T - P ) に ついて 4 環境基準地点を見 る と 、 類型mの環境基準

に対 し 、 類型N~ V相当 と 、 すべての地点で基準を満足 してお らず 、 暫定 目 標に対 し て は 、 全

窒素は米子湾中央部 、 境水道中央部 、 全 り ん につ いては全地点で適合 して い る 。

う 。

や
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表71 測定結果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
pH

D O

( mg/ ! )

C O D

( mg/ “ )

S S

( mg ノ リ

大腸菌群数

MP N /1 00戦)

全 窒 素

( mgノ リ

全 り ん

( mgノ リ

2 年 度
C O D

(mgノ リ

①筌 葵 滋 22 8 . 3 8 . 1
2 . 8

( 3 1 )
6

< 2 . O

~ L 6 × 1 0 4
* 0 . 49 0 . 042 2 . 5

②波町地先 12 8 . O 6 . 9
2 . 7

( 3 3 )
5

< 2 . O

~ 3 . 3 × 1 0 2
2 . 8

轄 鰯 12 8 .5 7 . 5
2 . 5

( 2 . 8 )
6

< 1 . 8

~2 . 8 × 1 0 2
* 0 . 53 0 . 038 2 . 5

④葭津地先 22 8 . 1 6 . 8
3 . 4

( 3 . 7 )
5

< 2 . O

~ 5 . 4 × 10 3
* 0 . 58 0 . 043 3 . 5

蟻 実 癈 22 8 . 5 10
5 3

( 6 1 )
9

< 2 . O

~ 2 . 4 × 10 4
* 0 . 75 0 . 064 5 7

( 測定地点図 )

島 根 県 5

0 5 1 okm 米子市

ま COD 〔 C O D 最大~最小値 )
(増/ “ ) × 7 5 %値

Tー N ･ T- P の経年変化

TーN 米子湾中央部 (上層) TーP
(唯/の ( Ig /の
6 0 16

1 0

0 14

0 1 2

0 1

0 鵤

0 第

0 04

0 鰡

O

1
1 , 一津
J 野 r

境 渡 小 葭 米 0 昭 昭 昭 平 平 平

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
中 地 町 地 中 度 度 度 度 度 度

小
篠
津
町
地
先

道 滓 湾

実 地 艶 地 実
部 先 先 先 部

表72 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年 度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

中 海 5 地 点 2 . 3()4 . 6 2 . 3()5 . O 2 . 4()5 . 7 2 . 5()5 . 2 2 . 5()5 . 7 2 ･ 5~5圃
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〈参考〉 中海島根県水域の測定結果 (建設省及び島根県測定)

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
pH

D O

(昭/ “ )

C O D

( mgノ リ

S S

( mgノ リ

2 年 度
C O D

( mg / ′ )

①森 口橋地堤 16 7 . 8 7 . O
4 . 7

( 4 . 9 )
9 4 . 5

②髭 魂 16 8 . O 7 . 6
4 . 7

( 5 . 0 )
7 4 . 8

③需 央 藪 22 8 . 1 7 . 2
4 . 3

( 5 . 1 )
5 4 . 2

④鐇 口梨縦 20 8 . 1 7 . 6
4 . 3

( 5 . 1 )
5 4 . 4

蟻 来 発 19 8 . 1 7 . 6
5 0

( 6 1 )
5 4 . 9

) 第

① ② ④

(大橋川 ) ⑤

0 5 1 0 km

〈参考〉 諏訪湖 、 霞 ヶ 浦、 琵琶湖及び児島湖の環境基準の あて はめ並びに水質汚濁状況 と の比較

水 域 名
都道

府県

類型指定

年 月 日

指 定 類 型
達 成 期 間

C OD測定値 (mg/ “ ) : 平均値

湖 沼

類 型
C O D 測定箇所

昭 和

63年 度

平 成

元 年度

平 成

2 年 度

諏 訪 湖

霞 ヶ 浦

琵 琶 湖

( 北 湖 )

れツ

( 南 湖 )

児 島 湖

湖 山 池

東 郷 池

中 海

長野

茨城

滋賀

"7

岡山

鳥取

46 . 5 . 2 5

4 7 . 1 1 6

4 7 . 4 6

"ッ

4 6 。 5 . 2 5

4 6 . 9 1 4

ん7

4 7 . 1 0 . 3 1

AA船“BA
3 眩/ “ 以下

3 贈/ “ 以下

1 唯/ “ 以下

ん7

5 昭/ “ 以下

3 屹/ “ 以下

5 年 を越 え る 期間

で可及的速や か に

5 年 を越 え る 期間

で可及的速やか に

直ち に達成

5 年 を越 え る 期間

で可及的速や か に

れ7

5 年以内

湖 心

んッ

北 湖

(斐 衾)
南 湖

(寮 崎 薬)
湖 心

ん7

れッ

筌 葵 瀉
米 子 湾

中 央 部

5 . 9

( 6 . 0 )

7 . 1

( 8 . 2 )

2 . 1

( 2 . 1 )

2 . 7

( 2 . 8 )

9 . 6

( 1 0 )

6 . 3

( 6 . 3 )

4 . 7

( 5 . 2 )

2 . 4

( 2 . 6 )

5 . 7

( 7 . 0 )

4 . 8

( 5 . 0 )

6 . 9

( 8 . 0 )

2 . 3

( 2 . 6 )

2 . 5

( 2 . 7 )

9 . 5

( 1 0 )

5 . 5

( 7 . 0 )

5 . 1

( 6 . 1 )

2 . 6

( 3 . 0 )

5 . 2

( 6 . 0 )

6 . 7

( 7 . 1 )

7 . 6

( 8 . 7 )

2 . 3

( 2 . 6 )

2 . 8

( 3 . 0 )

9 . 9

( 1 0 )

5 . 2

( 6 . 1 )

4 . 6

( 5 . 6 )

2 . 5

( 3 . 0 )

5 . 7

( 6 . 5 )

( ) 内 は75%値

ウ 海 域

例 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾話画水域 (地点番号②) は 、 海域類型B 、 そ の他の水域は類型

A の基準が定め ら れてい る 。 水質の状況を C O D (75%値) で見 る と 、 測定地点 8 地点の う ち

境港市昭和町防波堤燈台の北方0 . 2km地点 (2 . 4 mg/ “ ) で 、 日 野川河 口 地先北東方1 . okm地

点 (2 . 2 mg/ “ ) 淀江町佐陀地先0 . 5km地点 (2 . 1 mg/ “ ) の 3 地点で 、 環境基準に適合 し て い

な いが 、 他の地点は環境基準に適合 し て い る 。 そ の ほ かの項 目 の環境基準適合率をみ る と 、 類
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型A水域ではD 058% 、 油分100% 、 大腸菌群数99% 、 類型B 水域ではD 0 、 油分 と も 100%の

適合率であ る 。

水質の変化を見 る と 、 前年度に比べて 、 同程度であ り 、 経年的に見て も 同程度の水質で推移

し て い る 。

鋼 査 地 点 番 号

及 び 地 点 名

指定

類型

測定

日 数
p H

D O

( 澗g / ! )

C O D

( 肥ノ リ

大 腸 菌 群 数

(M P N /1 0omの

油 分

(電/ “ )
る 露
( mg/ の

① 境麓暮努醗甥方賄鯵握 A 12 8 . 4 7 . 7
2 . 1

( 2 . 4 )
1 . 9 ~ 9 . 0 × 1 0 2 ND 2 . 2

② 境港市鰓合脱亀鑑 B 12 8 . 4 7 . 5
1 . 5

( 1 . 9 )
< 1 . 8 ~ 5 . 6 × 1 0 2 ND 1 . 5

③ 境港市福東定方離鑑 A 12 8 . 4 7 . 6
1 . 5

( 1 8 )
< 1 . 8 ~ 8 . O ND 1 . 3

④ 米子市増離合認艶 A 12 8 . 4 7 . 6
1 . 4

( 1 . 7 )
< 1 . 8 ~ 5 . 6 × 1 0 ND 1 . 3

⑤ 米 子 市 皆 生.鶏鑪 A 12 8 . 3 7 . 6
1 . 5

( 1 6 )
< 1 . 8 ~ 6 . 5 × 1 0 2 ND 1 . 4

⑥ 日 野 川 l 醜男,鴨纜 A 12 8 3 7 6
1 . 5

( 1 . 7 )
< 1 . 8 ~ 5 . 5 × 1 0 2 ND 1 4

⑦ 日 野膿美男義徳 A 12 8 . 3 7 . 6
1 7

( 2 . 2 )
< 1 . 8 ~ 4 . 0 × 1 0 3 ND 1 . 6

⑧ 淀 江 町 佐 陀湾,鑑 A 12 8 . 3 7 . 4
1 . 8

( 2 1 )
< 1 . 8 ~ 5 . 1 × 1 0 2 ND 1 . 8

3

( ) 内 は75%値 ND 検出 さ れず

CoD ( C O D 最大~最小値 ) ( 測定地点図 )
(噂/ “ 〕 × 7 5 %値

へ 0. 5 未満4. O

3 . O

2 . O

1 . O

O

‘ ③
. ･'

地

点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑦ ⑧

　
0 5 10 km

表74 経年変化

水 域 名 地 点 名
B O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

美 保 湾 8 地 点 1 . 1 ′〉 1 . 9 1 . 2 ノし2 . 2 噂･1 . 2 ′し2 . 7 L 4′し2 . 2 1 . 3 ′し2 . O 1 . 4 ′し2 . 1
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“) 日 本海沿岸海域

日 本海沿岸海域は 、 海域類型A の環境基準が定め ら れて い る 。 水質測定は 、 距岸 1 kmの 8

地点で行 っ たが 、 8 地点の C O D (75%値) は0 . 9~1 . 7 mg/ “ ですべて環境基準に適合 してい

る 。 ま た 、 本海域では油分 も 不検出であ り 、 清浄な水質を維持 して い る 。

平成 3 年度に開設 さ れた20海水浴場について見 る と 、 全海水浴場について各 3 回ずつ水質圓

査を行 っ た結果、 透明度 1 m以上、 C O D 2 . o mg/ “ 以下 、 ふ ん便性大腸菌群数50個/100鯉以

下 、 油分N D と すべて ｢鳥取県海水浴場整備促進要綱｣ で定め る 水質基準に適合 してお り 環

境庁の海水浴場判定基準の水質AA~A ( 旧 ｢快適｣ フ ソ ク ) の水質 と な っ て い る 。

表75 測定結果

捌 査 地 点 名
指定

類型

測定

日 数
p H

D O

( 昭/ “ )

C O D

( mg/ “ )

大 腸 菌 群 数

(M P N / 1 0omの

油 分

(喀/ “ )
る 奪 膏
( 電/ “ )

岩 美 町 浦 富 地 先

1 . o b
A 3 8 . 3 7 . 3 0 . 8 (0 . 9) < 1 . 8 ND 1 . 0

福 部 村 湯 山 地 先

1 . o km
A 3 8 . 3 7 . 1 0 . 8 (1 . 1 ) < 1 . 8 ′し4 . 5 ND 0 . 7

鳥 取 市 堀 越 地 先

1 . o km
A 3 8 . 3 7 . 1 0 . 8 (1 . 1 ) < 1 . 8′し1 . 8 ND 0 . 6

気 高 町 八 幡 地 先

1 . o km
A 3 8 . 3 7 . 1 0 . 8 (1 . 0) < 1 . 8 ′〉2 . O ND 0 . 7

泊 村 泊 地 先

1 , o km
A 3 8 . 2 7 . 2 1 . 0 (1 . 4) く 1 , 8′し2 , 2 × 1 0 ND 0 . 7

北 条 町 松 神 地 先

1 . o km
A 3 8 . 3 7 . 2 0 . 9 (L 2) < 1 . 8 ノし7 . 8 ND 0 . 6

大 栄 町 大 谷 地 先

1 , o km
A 3 8 . 3 7 . 1 1 . 1 (1 . 7) < 1 . 8′し6 . 1 ND 0 . 5

中 山 町 御 崎 地 先

1 o km
A 3 8 . 3 7 . 1 1 . 0 (1 . 5) < 1 , 8 ′し 1 , 8 ND 0 . 5

) 内 は75%値 N D 検出 さ れず

表76 経年変化

水 域 名 地 点 名

C O D 年平均値 ( mg / “ )

S 6 1 年度 S 62年度 S 63年度 H 1 年度 H 2 年度 H 3 年度

日 本 海 沿 岸 8 地 点 <0 . 5 ′し1 . 3 < 0 . 5 ′〉0 . 7 < 0 . 5 ′し0 . 6 < 0 . 5 ′し 1 . 3 < 0 . 5 ′~1 . O < 0 . 8 ′〉1 . 1
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表77 海水浴場水質覊査結果

海 水 浴 場 名
採 水

地 点 数

採 水

回 数

測 定 項 目

透 明 度

( m )
pH

C O D

( 唯 / “ )

油 分

( 雌 / “ )

ふ ん便性大腸菌群数

( 個 / 1 o o mg )

東 浜 海 水 浴 場

小 羽 尾 海 水 浴 場

羽 尾 海 水 浴 場

牧 谷 海 水 浴 場

浦 富 海 水 浴 場

大 谷 海 水 浴 場

岩 戸 海 水 浴 場

砂 丘 海 水 浴 場

質 露 海 水 浴 場

白 兎 海 水 浴 場

小 沢 見 海 水 浴 場

水 尻 海 水 浴 場

浜 村 海 水 浴 場

浜村西海岸海水浴場

青 谷 海 水 浴 場

井手 ヶ 浜海水浴場

パー ム ビー チ ミ ナ セ

小 浜 海 水 浴 場

石 脇 海 水 浴 場

宇 谷 海 水 浴 場

宇 野 海 水 浴 場

ハ ワ イ 海 水 浴 場

八 橋 海 水 浴 場

皆生温泉海水浴場

6

3

3

3

5

開 設せず

3

3

3

4

2

2

3

開 設せず

2

4

開 設せず

開設せず

3

3

3

3

3

3

[ひ“"“"}戊〕"""“““}̂□“-】Qy
> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

8 . 3

8 . 3

8 . 2 () 8 . 3

8 . 2 () 8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 2 () 8 . 3

8 . 1 () 8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 3

8 . 1

8 . 1

8 . 1

8 . 1

8 1

8 . 1 ()8 . 2

0 . 7 () 1 2

1 . 0 () 1 . 2

0 . 9 () 1 . 1

0 . 7 () 0 . 9

0 . 8 () 1 6

1 . 1 () 1 8

0 . 7 () 1 , 6

く〇 ‐ 5hJ1 ‐ 4

0 . 8 () 1 1

0 . 7 () 1 . 3

0 . 7 () 1 . 0

0 . 6 () 0 . 8

0 . 6 () 0 . 9

0 . 5 () 0 . 9

0 . 6 () 1 . 1

0 . 5 () 1 . 1

0 . 6 () 0 . 9

0 . 6 () 0 . 8

0 7 () 1 4

0 . 7 () 1 . 4

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2

< 2 ~ 4

N D 検出 さ れず

( 日 本海沿岸海域測定地点図 )

皆
生

　 　 　 　 　
　 　 　　 　 　 　 　 　 　　　

ぬ 糟拓すぐ “拝蓑遂浜沓を薹 韓蛮 富 谷尾ば
　 　 　　　　　　　　　　　

　 　　　　 　 　 　 　
･ 、 セ
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第 2 節 地下水の水質の状況

県内の地下水について 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定。十画 を定め 、 関係機関 (建設省) の協力を

得て 、 水質の測定を行 っ た 。

1 地下水の評価基準等

地下水につい て は 、 平成元年 9 月 の水質汚濁防止法一部改正に よ り 、 水質汚濁の状況につ いて常時

監視す る こ と と さ れた 。

地下水の水質の状況については 、 有害物質の有無 と併せ 、 表77 に示す評価基準に照 ら し評価す る 。

表78 地下水に関す る 評価基準等

有 害 物 質 評価基準 報告下限値

カ ド ミ ウ ム 及びそ の化合物

シ ア ン 化合物

有機隣化合物 ( ラ チ オ ン 、 チ ルハ フ チ オ ン 、 チ ル ジ メ ト ン

及び E P N に 限 る 。 )

鉛及びそ の化合物

六価 ク ロ ム 化合物

砒素及びそ の化合物

水銀及び ア ル キ ル水銀そ の 他の水銀化合物

ア ル キ ル水銀化合物

P H B

ト ノ ク ロ ロ エ チ レ ン

プ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ン

o o1 【呼1 以下

検出 さ れない こ と

検出 さ れない こ と

0 . 1 叱/ 1 以下

0 . 05 噂/ 1 以下

0 . 05 咀/ 1 以下

0 卸05 叱/ 1 以下

検出 さ れない こ と

検出 さ れな し ･ こ と

0 . 03 嗜/1 以下

0 . 01 叱/ 1 以下

0 . の1 唯“

0 . 1 旺/ “

0 1 地/ “

0 02 喀/ “

0 館 叱/ “

0 . m5 噂/ “

0 の第 旺/“

0 . の05 叱/“

0 . m05 屹/“

0 の2 咀/ “

0 . 切り5 皓/ “

注. 評価基準 ( H 1 . 9 1 4環境庁水質保全局長通知)

報告下限値 (H 1 8 21環境庁告示第39号)

2 地下水質測定結果

県内 4 市 (鳥取市、 倉吉市、 米子市、 境港市) の合。十23箇所の井戸につ いて 、 上。己の有害11物質に

つ いて 、 年 2 回の水質測定を行 っ た結果、 いずれ も 環境庁の示 し た評価基準を下回 る 結果であ っ た 。
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表79 測定結果 (第 1 回 平成 3 年 7 月 ~ 8 月 )

覊 査 地 点 搦 査 項 目 ( 単 位 . 電 / “ )

市 町

村 名
地区名

井 戸

番 号

カ ド

ミ ウム
シアン

有 機

リ ン
鉛

ク ロ ム

( 六 価 )
ヒ 素 総水銀

アルキ

ル水銀
PCB

ト ノ クロロ

ユ チ レ ノ

ブ ト フ ク ロ ロ

エ チ レ ン

鳥取市
田園町 建 1 < 0 . 002 < 0 . 0005

建 2 <0 . 002 < 0 . 0005

雲 山 鮠 1 <0 . 00 1 ND ND <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

寿 町 蚫 2 <0 . 00 1 M ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 <0 . 005 < 0 . 0005 ゆ ゆ <0 . 002 <0 . 0005

青葉町 蚫 3 <0 . 00 1 ゆ ゆ 《0 . 02 < 0 . 0 4 0 . 037 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

桜 谷 NQ 1 1 <0 . 00 1 M ゆ く0 , 02 < 0 . 0 4 0 . 006 < 0 . 0 00 5 ゆ め <0 . 002 < 0 . 0005

興南町 鮠 1 2 <0 001 め ゆ <0 , 02 < 0 . 0 4 <0 . 00 5 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

立川町 鮠 1 3 <0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ め <0 . 002 < 0 . 0005

倉吉市
宮川町 NQ 4 < 0 . 00 1 ゆ ND <0 . 02 < 0 . 04 <0 . 005 < 0 . 0 005 ND ND <0 . 002 <0 . 0005

八 屋 NQ 5 0 . ool ゆ ND <0 . 02 < 0 . 0 4 <0 . 005 < 0 , 0005 ND ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

上井町 鮠 6 欠 測

生 田 鮠 1 4 <0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 00 5 め ゆ <0 . 002 <0 . 0005

幸 町 NQ 1 5 <0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 <0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ め <0 . 002 < 0 . 0005

伊 木 魔 1 6 < 0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 04 <0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 <0 . 0005

米子市
車 尾 建 3 <0 002 < 0 0005

中 島 鮠 7 <0 . 00 1 M ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 00 5 M め <0 . 002 < 0 . 0005

加茂町 蚫 8 <0 . 00 1 め ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ め <0 . 002 < 0 , 0005

灘 町 NQ 9 <0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 005 ゆ ND <0 . 002 0 . 00 10

錦 町 魔 1 7 < 0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 04 <0 . 005 < 0 . 0005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

角盤町 NQ 1 8 欠 測

立 町 NQ 1 9 < 0 . 00 1 M ND <0 . 02 < 0 . 0 4 <0 . 00 5 < 0 . 0 005 ゆ め <0 . 002 < 0 . 0005

境港市
京 町 NQ 1 0 <0 . 00 1 ND M <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 00 5 ゆ ゆ <0 . 00 2 < 0 . 0005

蓮池町 鮠 2 0 <0 . 00 1 ND ND <0 . 02 < 0 . 0 4 0 . 009 < 0 . 0 005 ゆ ND <0 . 00 2 < 0 . 0005

-“‐‐“--“‐‐“--
･･1
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表80 測定結果 (第 2 回 平成 3 年10月 )

劃 査 地 点 詞 査 項 目 ( 単 位 爬 / “ )

霜-鳥取市
地区名

田園町

雲 山 炉鷁一建一瘢一瀬
カ ド

ミ ウム
一

<0 . 00 1 秀三=南拷三にゆ 鉛-こ両
ク ロ ム

( 六 価 )
-

-

<0 . 04

ヒ 素

-

一

<0 . 005

総水銀

一

ー

<0 . 0005 胼燈三一こめ 総三一/面
ト汐ロロ

エ チ レ ン
-

-

<0 . 002

プ ト フ ク ロ ロ

エ チ レ ン

-

<0 . 0005

寿 町 蚫 2 <0 . 00 1 ND ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

青葉町 蚫 3 <0 . 00 1 ゆ ND <0 . 02 < 0 . 0 4 0 . 037 < 0 . 0 0 0 5 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

桜 谷 蚫 1 1 < 0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 0 . 008 < 0 . 0 005 ND ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

興南町 蚫 1 2 < 0 . 00 1 ゆ M <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 0 05 ND ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

立川町 転 1 3 < 0 . 00 1 M め <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 0 0 5 ND ND <0 . 002 < 0 . 0005

倉吉市一米子市
宮川町 鮠 4 <0 . 00 1 M ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 000 5

八 屋 鮠 5 <0 . oo l ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 0 05 め ゆ <0 002 < 0 . 0005

上井町 鮠 6 欠 演｣

生 田 蚫 1 4 < 0 . 00 1 ND ND <0 . 02 < 0 . 04 < 0 . 005 < 0 . 0 0 0 5 ゆ ND <0 . 002 < 0 . 0005

幸 町 鮠 1 5 < 0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

伊 木

車 尾

中 島 盤塞鰡
<0 . 001

一

<0 . 00 1 ゆ一=ゆ 豊/両
<0 . 02

-

-

<0 . 02

< 0 . 0 4

-

ー

<0 . 0 4

< 0 . 005

一

-

<0 . 005

< 0 . 0 0 0 5

一

-

<0 . 0005

ゆ
-

-

ND

ゆ
ー

-

ND

<0 . 002

-

-

<0 . 002

< 0 . 0005

-

<0 . 0005

加茂町 M1 8 < 0 . 00 1 ゆ ND <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 0 0 5 ND M <0 . 002 < 0 0005

灘 町 鮠 9 <0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005

錦 町 鮠 1 7 < 0 . 00 1 M ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 . 0 0 05 め ゆ <0 002 < 0 . 0005

角盤町 鮠 1 8 欠 測

立 町 鮠 1 9 < 0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 005 < 0 000 5 ゆ ND < 0 . 002 < 0 . 000 5

境港市
京 町 NQ 1 0 < 0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 < 0 . 00 5 < 0 . 0 0 0 5 ゆ M <0 . 002 < 0 0005

蓮池町 鮠 2 0 < 0 . 00 1 ゆ ゆ <0 . 02 < 0 . 0 4 0 . 0 1 0 < 0 0 005 ゆ ゆ <0 . 002 < 0 . 0005
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ゴルフ場農薬に係る排出水澗査

県内 の各 ゴル フ 場について 、 国が示 し た ｢ ゴル フ場で使用 さ れ る 農薬に よ る 水質汚濁の防止に係 る

暫定指導指針について (平成 2 年 5 月 25 日 付環水土第77号及び平成 3 年 7 月 30 日 付環水土第109号) ｣

(以下 ｢指針｣ と い う 。 ) に従い 、 排出 口 におけ る排出水の水質崗査を実施 し た 。

1 調査概要

(1 ) 渦査対象 ---- 県内15 ゴル フ場 ( 1 回 目 は14 ゴ ル フ 場) 延べ 、 44地点

(2) 調査期間 ---- 平成 3 年 6 月 ~ 7 月 、 1 0月 の 2 回

(3) 鰭機関 ｢=茅魂: 礬““
(4) 分析方法 ---- 環境庁の定めた標準分析法 (平成 3 年 7 月 30 日 付環水土第109号)

(5 ) 劃査項 目 ---- 環境庁が定めた ｢ ゴル フ場で使用 さ れ る 農薬に よ る 水質汚濁の防止に係 る 暫

定指導指針｣ (平成 2 年 5 月 24 日 付環水土第77号及び平成 3 年 7 月 30 日 付環

水土第109号) で指針値の定め ら れた30農薬

(た だ し 、 1 回 目 は21農薬)

2 調査結果

崗査結果は 、 環境庁が示 し た ｢ ゴル フ場で使用 さ れ る 農薬に よ る 水質汚濁の防止に係 る 暫定指導指

針｣ の指針値を超え る も の は な か っ た。

農 薬 名 検出頻度 濃度範囲 ( 電/1 ) 環境庁暫定指導指針値 (電/1 ) 定量限界 ( mg / 1 )

殺虫剤
イ ン キ サ チ オ ソ

イ ン フ ェ ソ ホ ス

ク ロ ル ピ J ホ ス

ダ イ ア ジ ノ ソ

ト リ ク ロ ル ホ ソ

ピ リ ダ フ ェ ソ チ オ ソ

フ ェ ー ト ロ チ オ ソ

0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 2 3
1 / 4 4

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D ~ 0 . 0 1 1

0 . 0 8

0 . 0 1

0 . 0 4

0 . 0 5

0 . 3

0 . 0 2

0 . 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

殺菌剤
イ ン プ ロ チ オ フ ソ

イ プ ロ ジ オ ソ
エ ト ノ ジ ア ゾ ー ル

オ キ シ ソ 銅
キ ャ プ タ ソ

ク ロ ロ タ ロ ー ル

ク ロ ロ ネ フ

チ ウ フ ム

ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル

フ ル ト フ ー ル

ペ ソ シ ク ロ ソ

メ ブ ロ ー ノレ

多倉倉
8 ク れ 逡
8 街
8 ク れ 逡
多錠
8 匁;

N D ~ 0 . 0 2 5

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

0 . 4

3

0 . 0 4

0 . 4

3

0 . 4

0 . 5

0 . 0 6

0 . 8

2

0 . 4

1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

除草剤
ア シ ユ フ ム

シ マ ジ ソ

テ ル ブ カ ル ブ

ナ プ ロ バ ミ ド

ブ タ ミ ホ ス

プ ロ ピ ザ ミ ド

ペ ン ス J ド

ペ ソ フ ル フ ノ ン

ペ ン テ ィ メ タ リ ン

メ コ プ ロ ッ プ
メ チ ル ダ イ ム ロ ン

0 / 4 4
2 / 4 4
1 / 2 3
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 4 4
0 / 2 3
0 / 4 4
0 / 2 3
0 / 2 3

N D

N D ~ 0 . 0 1 8

N D ~ 0 . 0 0 5

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

2

0 . 0 3

0 . 2

0 . 3

0 . 0 4

0 . 0 8

1

0 . 8

0 . 5

0 . 0 5

0 3

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 . 0 0 1

0 0 0 1

注 N D と は定量限界未満を示す
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第 3 節 水質汚濁防止対策

1 環境基準のあてはめ

水質汚濁に係 る 環境基準は昭和45年 4 月 21 日 に閣議決定 さ れた 。 こ の環境基準は 、 人の健康保護に

関す る 環境基準 と 生活環境の保全に関す る 環境基準か ら な っ て い る 。

人の健康の保護に関す る環境基準は 、 全公共用水域に一律に適用 さ れ 、 か つ 、 直 ち に達成維持す る

も の と さ れて い る 。

生活環境の保全に関す る 環境基準は 、 河川 、 湖沼 、 海域 ご と に利用 目 的に応 じ て知事が あてはめ る

こ と と さ れて お り 、 県下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日 野川 、 湖山池、 東郷池、 中海、 美保

湾及び 日 本海沿岸海域について 、 表81の と お り 水質汚濁に係 る環境基準の水域類型のあてはめを行い 、

こ れを水質保全行政の 目 標 と し てい る 。

表81 県内水域の環境基準あて はめ状況

水 域 名
告 示

年月 日
類 型

環境基準の

達 成 期 間

基 準 値

pH BOD COD S S DO 大腸菌群数 油分

千代川上流 ( 有
富川 と の合流点か
ら 上流 )

天神川上流 ( 小
鴨川 と の合流点か
ら上流 )

日 野川上流 ( 日
野橋か ら 上流 )

昭和
46 9 14 河川AA

AA

" AA

直 ち に達成す
る 。

6 5 ^) 8 5

増/“
1 以下

叱/“ 増/ “
25 以下

叱/ “
7 5以上

MPN / 1 0om“
50 以下

千代川下流 ( 有
富川 と の合流点か
ら 下流 )

天神川下流 ( 小
鴨川 と の合流点か
ら 下流 )

日 野川下流 ( 日
野橋か ら 下流 )

46 9 14 河川 A

" A

" A

直 ち に達成す
る 。

6 5 () 8 5 2 以下 25 以下 7, 5 以上 L OOO 以下

湖 山 池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海
及 び境水道

46 9 14

れソ

47 1 0 3 1

湖沼 A

" A

" A

5 年以内で可
及的すみやか
に達成す る 。

6 5~ 8 5 3 以下 5 以下 7 5 以上 1 000 以下

美保湾 ( 計画港
湾施没内の海域 )

美保湾 ( そ の他
の海域 )

鳥取県地先海域
( 美保湾 を除 く )

48 3 20

んソ

48 3 30

海域 B

" A

A

直 ち に達成す
る 。

5 年以内て可
及的すみやか
に達成する 。

直 ち に達成す
る 。

7 8 ^) 8 3

7 8 () 8 3

3 以下

2 以下

5 以上

7 5 以上 1 , 000 以下

検出 さ れ
ないこ と。

検出 さ れ
ないこ と。
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水 域 名 告示年月 日 類 型 環境基準の達成期間
基 準 値

全 窒 素 全 り ん

斐伊川水系の 中海

及び境水道
6 1 . 4 . 1 湖 沼 田

段階 的 に暫定 目 標を
達成 し つ つ 環境基準
の可及的速やか な運

成 に努め る 。

弼g / @
0 . 4 以下

暫 定 目 標
( 2 年度 )

0 50

寵9 / @
0 . 03 以下

暫 定 目 標
( 2 年度 )
0 045

( 注 ) 1 . 暫定 目 標水質は 、 中海中央部に おけ る平均水質 と す る 。
2 . 米子湾中央部の環境基準地点に お ける暫定 目 標は 、 全窒素 0. 8 5 場ツ珍 、 全 り ん 0 080 場%惚と
す る 。

2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型あて はめを行 っ た水域の う ち 、 美保湾及び特に水質の改善が見 ら れ な い湖山池、 東

郷池、 中海につ いては 、 環境基準を可及的速やかに達成、 維持す る ための各種の施策を推進 してい る 。

こ の う ち 、 中海につ いては 、 昭和58年12月 に ｢中海水質管理。十画｣ を策定 し 、 総合的な対策を実施

し て き た が 、 平成元年 1 月 に湖沼水質保全特別措置法に基づ く 指定湖沼 に指定 さ れた こ と に伴い 、 翌

平成 2 年 3 月 同法に基づ く ｢中海に係 る 湖沼水質保全。十画｣ を策定 し各種浄化対策を着実に進めてい

る と こ ろ であ る 。

湖山池につ いては 、 平成 3 年1 1 月 に水質浄化の ための総合。十画 と し て ｢湖山池水質管理。十画｣ を策

定 し 、 。十画 に定め る 各種浄化施策を総合的、 。十画的に実施 してい る と こ ろ であ る 。

ま た 、 平成 2 年 6 月 の水質汚濁防止法の改正に よ り 生活排水対策の推進が法に規定 さ れ、 生活排水

対策重点地域の指定制度が創設 さ れた こ と に伴い 、 平成 4 年 3 月 には ｢米子市生活排水対策重点地域｣

(加茂川 、 旧加茂川 、 大沢川 の流域の地域) 、 平成 4 年 5 月 に は ｢鳥取市生活排水対策重点地域｣

(湖山池関連流域の地域) を そ れぞれ指定 (知事指定) し た 。 米子市、 鳥取市はそれぞれの重点地域

に ｢生活排水対策推進計画｣ を策定 し 、 地域に密着 し た総合的な生活排水対策を推進す る こ と にな っ

て い る 。 ( 。十画策定は平成 4 年度中 )

表82 湖山池、 東郷池、 中海及び美保湾の環境基準達成のための施策

施 設 の 名 称
対 象 水 域

湖 山 池 東 郷 池 中 海 美 保 湾

公共下水道 の整備促進
工場 ･ 事業場 の排水規制強化

家畜 の飼養施設の適正 な維持管理 の強化

し 尿処理施設 、 し 尿浄化槽等 の適正管理 の指導

清掃事業 の強化

湖沼 、 河川 の 整備推進

浄化用 水 の導入

栄養塩類等 に関す る 調査研究

洗剤 の適正使用指導

家庭雑排水浄化対策 の 普及啓発

底泥 の 除去 00000000〇 00000000〇 0000000000〇 00000〇
表83 平成 3 年度事業実績 (鳥取県公害対策審議会資料に よ る )

事 業 名 事業費 (千円) 事 業 内 容

下水道の整備
天神川流域下水道 1 8 8 , 6 8 2 天神浄化セ ン タ ー機械濃縮棟 (土木 ･ 建築) 工事等

羽合町公共下水道 5 0 0 , 0 0 0 整備面積増 6 . 1ha

東郷町公共下水道 3 6 8 , 0 0 0 " 6 . oha

米子市公共下水道

( 内 浜 処 理 区 )
2 , 3 2 8 , 1 0 0 " 35 . 2ha

境港市公共下水道 6 4 0 , 6 0 0 " 21 . 1ha
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事 業 名 事業費 (千円) 事 業 内 容

工場、 事業場の排水対策 4 , 1 4 7
湖沼周辺の特定事業場に対 し 、 水質汚濁防止法及び 鳥取県

公害防止条例に基づ く 立入検査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 管 理 指 導

家 畜 飼 養 施 設 対 策

1 9 1

5 0 9

湖沼周辺の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

環境保全技術の普及浸透、 共同利用たい肥舎等の整備

生 活 雑 排 水 対 策 8 , 5 1 9 洗剤の適正使用 と 生活排水対策の普及啓発

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策事業

湖山池浄化対策事業

7 7 6 , 1 1 5

6 0 0 0 0

1 4 1 0 0 0

湖岸堤 (ヘ ド ロ 捨場護岸) の建設、 底泥浚轢25 , 000證

(進捗率 容積ベー ス 52%)

底泥浚緤 3 , 198寸 (進捗率 容積ベー ス 85%)

底泥浚藻 6 , 480が (進捗率 容積ベー ス 35%)

3 水質汚濁規制

(1 ) 排水規制

排水規制につ いては水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る 規制を行 っ て い

る 。 水質汚濁防止法に よ る 規制は100種類の事業場 (特定事業場 と い う 。 ) を対象 と し 、 1 日 の平

均的な排出水の量が50m以上の特定事業場を 、 ま た上乗せ条例に よ る 規制は 、 中海 、 美保湾流域

(米子市、 境港市、 日 吉津村) を適用区域 と し 、 1 日 の平均的な排出水の量が25m以上の特定事業

場を規制対象 と し て い る 。

水質汚濁防止法に よ る排水基準は 、 有害物質に関す る も の及び生活環境に関す る 項 目 について一

部の項 目 及び区域を除いて総理府令で定め る 一律基準 ( B O D又は C O D 平均120略/ “ 、 最大1

60屹/ β 、 S S 平均150 加g/ “ 、 最大200 mg/ “ 等) を適用 してい る 。 な お 、 水質汚濁防止法の一

部改正に よ っ て湖沼の富栄養化を防止す る ため 、 富栄養化 しやすい湖沼 (環境庁長官が定め る 湖沼 )

及び こ れに流入す る 公共用水域に輩出す る 特定事業場に対 しては 、 昭和60年 7 月 15 日 か ら 窒素及び

燐に係 る 排水基準 (窒素 平均60 mg/ ! 、 最大120 mg/ “ 、 燐 . 平均 8 臆/ “ 、 最大16岻/ “ ) が

適用 さ れ る こ と と な っ た が 、 県内の該当湖沼は表80の と お り であ る 。 (資料27参照) 又 、 平成元年

10月 1 日 か ら従来の有害物質に係 る 排水基準に 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 プ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ソ の 2

物質が新た に追加 さ れ る と と も に 、 全ての有害物質について 、 地下浸透禁止規制が施行 さ れ る こ と

と な っ た。 一方 、 上乗せ条例に よ る 排水基準は 、 美保湾海域への流入汚濁負荷量の大 き な割合を し

めて い る パル プ工場に対 し ては 、 昭和52年 3 月 20 日 か ら 、 一律基準 よ り 厳 し い排水基準 ( B O D及

び C O D 平均9o mg/ “ 最大120 mg/ “ 、 S S 平均50眩/ “ 、 最大60眩/ “ ) を適用 して お り 、

ま た 、 中海流入区域については 、 昭和63年11 月 1 日 か ら (既設特定事業場は平成 2 年 7 月 15 日 か ら )

一部の項 目 につ いて一律基準に変えて 、 よ り 厳 し い基準を適用 して い る 。 ま た 、 平成元年 1 月 31 日 ･

中海が湖沼水質保全特別措置法に基づ く 指定湖沼 に指定 さ れた こ と か ら 、 同法に基づ く ｢み な し指

定地域特定施設 (処理対象人数201~500人の し尿浄化槽及び厨房施設を設置す る 病床数120~299床

の病院) ｣ につ いて 、 上乗せ条例に よ る 排水基準を設定 し 、 平成元年 8 月 1 日 か ら (既設特定事業
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場は平成 4 年 8 月 1 日 か ら ) 施行 さ れて い る 。 (資料28参照)

平成 2 年 3 月 13 日 、 国 の 同意を得て ｢中海に係 る 湖沼水質保全計画｣ を策定 し た こ と か ら ｢湖沼

水質保全。十画｣ に基づ き 、 平成 2 年 7 月 15 日 か ら 新増設の湖沼特定事業場に対 して C O D の汚濁負

荷量規制 、 指定施設 、 準用指定施設に対 して構造及び使用方法の規制を行 っ て い る 。

鳥取県公害防止条例に よ る 規制は 、 1 日 の平均的な排出水の量が50m以上の集団給食施設につい

ては P H 、 B O D又は C O D 、 S S 、 大腸菌群数を規制項 目 と し 、 1 日 の平均的な排出水の量が50

m以上の ド フ ム 缶更生業、 車両洗浄施設 (鉄道業、 自 動車整備業、 ガ ン ノ ン ス ブ ー シ ョ ン 等) につ

い て は油分を規制項 目 と し て昭和47年 4 月 1 日 か ら規制を行 っ てお り こ れに対す る 排水基準は 、

同条例に よ る 排水基準を適用 し て い る 。 (表85参照)

表84 水質汚濁防止法の排水基準 (昭和46年総理府令第35号)

( 1 ) 有害物質に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

カ ド ミ ウ ム及び その化合物

シ ア ン化合物

有機 リ ン化合物

( パ フ チ オ ソ 、 メ チルパ フ チ オ ン 、 メ チル ジ メ

ト ソ及び E P N に限る )

鉛及びその化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ素及びその化合物

水銀及び ア ルキ ル水銀そ の他の水銀化合物

ア ルキル水銀化合物

P C B

ト ノ ク ロ ロ エチ レ ン

プ ト フ ク エ チ レ ン

カ ド ミ ウ ム 0. 1 吻/ “

シ ア ン 1 吻/“

1 れグ/“

鉛 1 妙/ “

六価 ク ム 0 . 5 妙/ “

ヒ 素 0 . 5 れグ/ “

水銀 0. 005 れグ/“

検出 さ れな い こ と

0. 003 吻/“

0. 3 吻/ “

0 . 1 吻/“

(2) 生活環境項 目 に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) ( P H )

生物化学的酸素要求量 ( B O D ) ( 笏/“ )

化学的酸素要求量 ( C O D ) ( " )

浮遊物質量 ( S S ) ( " )

ノ ルマ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

( 鉱油類含有量 )

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

( 動植物油脂類含有量 )

フ ェ ノ ー ル類含有量 ( " )

5 . 8 ~ 8. 6 ( 海域以外の水域 )

5 . 0 ~ 9. 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼以外の水域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

5

30

5

及
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種 類 許 容 限 度

銅含有量 ( 吻/ “ )

亜鉛含有量 ( " )

溶解性鉄含有量 ( " )

溶解性マ ンカ ン含有量 ( " )

ク ロ ム含有量 ( " )

フ ッ ソ含有量 ( " )

大腸菌群数 ( 1 鱗につ き 個 )

窒素含有量 ( 彬/ “ )

隣含有量 ( " )

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日 間平均 3 , 000

1 20 ( 日 間平均 60 ) ( 環境庁長官が定め る 湖沼及び

こ れに流入す る公共用水域 )

1 6 ( 日 間平均 8 ) ( " )

表85 環境庁長官が定め る 湖沼

( 1 ) 窒素 に係 る排水基準適用対象湖沼

湖山池 、 中海、 東郷池

(2) 燐に係 る排水基準適用対象湖沼

湖山池 、 多鯰 ヶ池 、 中海、 池の谷ため池 、 佐治川 ダ ム貯水池 、 東郷池 、 中津 ダ ム貯水池、 菅沢

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

表86 鳥取県公害防止条例の排水基準 (昭和46年鳥取県条例第35号)

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) ( P H )

生物化学的酸素要求量 ( B O D ) ( 弼タノ “ )

化学的酸素要求量 ( C O D ) ( " )

浮遊物質量 ( S S ) ( " )

ノ ル マ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

( 鉱油類含有量 )

大腸菌群数 ( 1 鰯につ き 個 )

5 . 8 ~ 8. 6 ( 海域以外の水域 )

5 . 0 ~ 9. 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼以外の水域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) ( 海域及び湖沼 )

200 ( 日 間平均 1 50 )

20

日 間平均 3 , 000

(2) 監視、 指導状況

水質汚濁の発生源であ る 工場 、 事業場についてみ る と 、 水質汚濁防止法で届 出が義務付け ら れた

特定事業場は2 , 1 84事業場であ り 、 こ の う ち排出水の B O D又は C O D等の項 目 が規制 さ れ る 特定

事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量が50m以上 (米子市、 境港市、 日 吉津村においては 1 日 の平均

的な排出水の量が25m以上) は336事業場であ る 。

鳥取県公害防止条例で届出が義務付け ら れた汚水関係特定事業場は699事業場で 、 こ の う ち排水

基準の適用 を受け る 汚水関係特定事業場は 4 事業場であ る 。

平成 2 年度の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例に よ る 工場 、 事業場の指導状況を見 る と 、

立入検査事業場は廷1 , 062件であ り 、 こ の う ち排出水掲査事業場延799件の う ち 、 排水基準に違反 し

て いた事業場及び違反のおそ れの あ る 事業場に対 し 、 廷57件の文書に よ る 改善指導を行 っ た 。
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な お 、 こ れ ら の う ち 、 4 事業場について は水質汚濁防止法違反 (排水基準違反) 事業場 と し て 、

新聞等に公表 し た 。

表87 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表 (平成 4 年 3 月 31 日 現在)

特定事獲＼分＼＼保健所名特定事業場

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 50冨/日以上 届出 50證/日以上 届出 即證/日以上 届出 即鯖/日以上 50ば/日未満第鯖/日以上 届出 即が/日以上 届出 即せ/日以上 50甘/日未満25證/日以上
1 2 家 畜 飼 養 施 設 1 9 1 1 6 5 0 1 8 1 7 1 1 1 0 3

2 畜 産 食 料 品 製 造 業 6 2 7 1 1 4 1 4 4 3 4 1 1 0

3 水 産 食 料 品 製 造 業 3 8 2 1 6 3 1 0 1 3 9 1 4 1 5 5 4 4 1 4

4 野増製 品掛 実製の造保 葉 2 1 4 1 3 4 2 2 2 5 3

5 蒸 そ酢 醤等油製 ソ造- 桑 1 0 2 1 3 2 2 1 3 5 0 1

8 鍵 ン あ菓 子ん製 造 業･ 6 1 3 1 9 2

9 米 菓 製 造 業 1 2 3

10 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 7 1 1 4 1 3 5 0 1 1

1 1 詔巴 物 産 飼 騒 ‐ 庭生 機 簗 1 1 7 7 8 8

12 動 植 物 油 脂 製 造 業 1 3 1 4 1

16 め ん 類 製 造 業 3 2 1 0 8 1 2 4

17 豆 腐 ･ 煮 豆 製 造 業 3 1 1 3 4 2 5 0 1 6 2 1 8 1 3 9 5 1

18 3 た ば こ 製 造 業 1 1 1 1

19 籟 績 業 ‐把繊 維 製 累 2 2 7 2 5 1 4 4

21 3 合 板 製 造 業 4 1 1 5 1

22 木 材 薬 品 処 理 業 1 1

23 舘義 ル プ製 紙 邉笙紙 加 東 3 3 7 2 2 3 1 1 1 5 7 1 1

23 2 蔀 届翻 黍 : 襞 孃 糞 3 4 1 3 1 2 1

27 無 機 化 学把工 業 製 異 1 1

46 褒 機 化 学 工 業 製 異 1 2 2 3 2

51 2 嚢 業 用 濫 ム 製 繋 1 1

51 3 ゴ ム 製 品 製 造 業 1 1 1 1

54 セ メ ン ト 製 品 製 造 業 1 0 8 1 0 8 1 4 4 0 1

55 議 コ ン ク リ - ト造 業
4 4 7 7 2 2 4

57 人 造 黒 鉛 電 極 製 造 業 1 1 1 1

た
定

均
　

　
　

　
　　

水

し
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‘“愈ふ保健所名特定事業場

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即證/日以上 届出 印せ/日以上 届出 即鯖/日以上 届出 即證/日以上 即冨/日未満25甘/日以上 届出 鱒霜/日以上 届出 卸せ/日以上 50證/日未満25が/日以上
59 砕 石 業 2 1 5 1 3 3 6 2 1 9 4

60 砂 利 採 取 業 1 1 1 2 4 1

61 鉄 鋼 業 1 1 1 2 1

64 ガ ス 供 給 業 1 1 1 1

65 夢 又表は語 麺 力理り言 -議 5 3 1

r

3 1 3 1 1 3 4

66 電 気 メ ッ キ 施 設 4 2 2 6 2

662 旅 館 業 3 3 4 1 7 4 1 1 9 2 3 6 1 1 7 1 5 1 6 2 4 7 4 6 7 2 1

66 3 共 同 鼻 理 場 2 2 1 1 3 3

66 4 弁 当 袋 嚢洗 緊 4 2 2 1 5 3 1 1 1 6 1

6を5 飲 食 店 6 2 4 1 5 1 5 2 2 0 6

666 手 蔓 店店、 、 う 喫と 茶会 瘻 1 1 1 1

67 洗 た く 業 4 5 1 1 3 5 2 5 4 1 6 1 7 0 1 1

68 写 真 現 像 業 8 2 7 1 6 2 3 5

68 2 病 院 2 2 1 1 3 3

69 と 畜 業 1 1 1 1

6争3 地 方 卸 売 市 場 2 1 1 1 3 2

70 廃 油 処 理 施 設 2 2

7G2 暴 動 備車 分 緊 3 1 2 2 7 1

71 自 動 式 車 両 洗 浄施 設 4 5 4 3 6 1 6 9 3 2 1 2 1 6 6 4 2

71 2 試 験 研 究 機 関 等 1 2 2 5 1 2 3 1 6 2 4 4 4 9 7 4

71 3 葹 般 廃 棄 物 廃 割設 5 3 5 1 3

71 5 上 学究夢終ぞ舵ト縦議 2 1 2 1 5 1

72 し 尿 処 理 施 設 1 9 1 6 3 2 7 7 7 1 3 8 1 3 1 1 1 0 1 6 4 1 3

73 下 水道 終 末 処理 施 設 2 2 1 1 7 6 1 0 9

74 笹 鷄 夢 水勢菟遊 拶讓 2 1 3 3 5 4

合 。十 6 7 6 7 7 1 9 3 9 5 5 1 6 3 6 3 6 1 3 8 4 1 1 2 8 8 2 , 1瓢 2 9 5 4 1

艫) 中海 ･ 美保湾水域 (米子市、 境港市 、 日 吉津村) は上乗せ条例の制定に よ り 排水量25m/ 日 以上が

規制の対象 と な っ て い る 。

　
　
　

..･1
･,--′、′-.----.･

-‘
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表88 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表 (平成 4 年 3 月 31 日 現在)

ぷ
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即が/日以上 届出 卸せ/日以上
届

出

50

ma

召
以
上

届

出

50

ma

/
日

壘

届

出

50

m"

/
日

壘

届

出

50

ms

/
日

壘
1 集 団 給 食 施 設 12 1 9 10 2 19 3 53 3

2 ド フ ム 缶更生業 1 1

3 車 輛 洗 浄 施 設 167 1 71 195 162 50 645 1

合 。十 179 2 80 205 2 182 53 699 4

表89 事業場に対す る 立入検査、 改善指導状況

○水質汚濁防止法適用事業場 ○鳥取県公害防止条例適用事業場

立入検査

事 業 場

延 件 数

排 水 凋

査事業場

廷 件 数

違 反

事 業 場

廷 件 数

改善指導

廷 件 数

改 善

命 令

件 数

1 8 1 5 O 0 0

立入検査

事 業 場

廷 件 数

排 水 崗

査事業場

延 件 数

違 反

事 業 場

廷 件 数

改善指導

廷 件 数

改 善

命 令

件 数

1 , 0 6 2 7 7 9 4 5 7 O

は文書で指導を行 っ た件数

業 種 件 数

違 反 項 目

一 般 項 目

B O D S S

家 畜 飼 養 施 設 1 1

パ ル プ ･ 紙 ･ 紙 加 工 品 製 造 業 1 1

旅 館 業 1 1

そ ば店 ･ う ど ん 店 ･ す し店 ･ 喫茶店 1 1 1

の

4 生活排水対策

(1) 下水道の整備

下水道は 、 住み よ い都市づ く り のた め に欠 く こ と ので き な い基盤施設であ る が 、 あ わせて良好な

水質環境の回復 、 保全のため に大 き な役割を果た し て お り 、 特に 、 有効な対策が乏 し い う え 、 公共

用水域の汚濁原因 と な っ て い る 生活排水対策の切 り 札 と して 、 その重要性が一段 と増 して き て い る 。

ア 公共下水道

県内の公共下水道の整備状況は表85の と お り であ り 下水道の普及率は全国の約45%に対 し 、

本県では21 . 7% と か な り 遅れて い る 。
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表90 公共下水道の整備状況

都 市 名
全体 。十 画

面 積

全体 。十 画

処理人 口

平 成 3 年 度 末 整 備 状 況
普 及 率

⑦ / ⑫

備 考

(行政区域

人 口 ) ⑰
整備面積

処理可能

面 積

処理可能

人 口 ⑦

鳥 取 市
米 子 市

倉 吉 市
境 港 市

国 府 町

岩 美 町

郡 家 町

河 原 町

羽 ム 町

東 郷 町

三 朝 町

関 金 町

北 条 町

大 栄 町

西 伯 町

日 吉 津 村

大 山 町

@

そ の 他 の 町村

@の

鳥 取 県 。十

ha

3 , 6 1 0 . 7

4 , 7 0 6 . O

1 , 3 8 5 9

1 , 6 9 3 0
8 6 8

9 2 . O

1 5 5 . O

1 6 7 . O

4 3 9 5

2 6 1 0

1 9 5 4

7 3 0

8 0 0

2 5 4 . 3

2 2 . O

4 8 0

2 1 0

0 . 0

1 3 2 9 0 6

人

1 9 2 , 8 4 0

1 2 8 , 4 4 0

5 4 , 2 1 0

5 4 , 0 0 0

5 , 2 0 0

3 , 0 0 0

5 , 3 7 0

7 , 1 0 0

8 , 4 0 0

5 , 2 3 0

5 , 0 0 0

1 , 9 0 0

4 , 8 0 0

1 0 , 2 0 0

1 , 4 0 0

1 , 7 0 0

1 0 , 0 0 0

0

4 9 8 , 7 9 0

ha

1 , 0 8 7 . 2

5 9 6 9

3 4 3 . 4

1 0 1 2

0 3

0 . 0

0 0

0 . O

1 0 4 . 5

1 1 3 . 8

7 1 0

3 2 9

3 1 . O

0 . 5

2 2 . O

3 9 . O

2 1 0

0 . O

2 , 5 6 4 7

ha

1 , 0 7 0 , 1

5 9 6 9

3 4 1 4

1 0 1 2

0 0

0 . 0

0 0

0 . 0

1 0 4 . 5

1 0 9 . 8

6 9 9

3 2 3

3 1 . O

0 . 0

2 2 0

3 9 . O

2 1 0

0 . 0

2 5 3 9 . 1

人

6 6 , 4 5 2

3 5 , 3 7 0

1 3 , 8 3 8
3 7 0 0

0

0

0

0

4 , 1 4 4

･3 , 4 6 0

1 , 7 1 9

1 , 1 9 1

1 , 8 8 7
0

1 1 6 2

1 3 9 6

2 4 2

0

1 3 4 , 5 6 1

%

4 6 . 8

2 6 7

2 6 . 9

9 . 7

0 0

0 . 0

0 0

0 . 0

5 7 3

4 9 . 3

2 0 0

2 4 8

2 3 . 8

0 . 0

1 3 . 7

4 8 . 5

3 . 2

0 . 0

2 1 7

人

1 4 2 , 0 6 4

1 3 2 , 3 1 5

5 1 , 4 9 0

3 8 , 0 6 3

8 , 4 8 5

1 5 , 4 9 8

1 0 , 0 6 4

8 , 9 7 1

7 , 2 2 6

7 , 0 1 5

8 , 5 7 4

4 , 8 0 0

7 , 9 4 1

9 , 7 1 0

8 , 4 9 6

2 , 8 7 6

7 , 6 4 4

1 4 7 , 8 8 3

6 1 9 1 1 5

※行政区域人 口 は 、 平成 4 年 3 月 31 日 現在 (地方課調べ ･ ･ 住民基本台帳)

イ 流域下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境を保全す る ため 、 当該流域内の市町村の公共下水道に よ

る 下水を受けて 、 こ れ ら の下水 を効率的に処理す る 施設であ る 。

県では 、 天神川 、 東郷池等天神川関連流域の水質保全を図 る ため 、 当該流域の下水道整備総合

。十画 を策定 し 、 こ れに も と づいて昭和49年に天神川流域下水道事業。十画 を決定、 事業に着手 して

い る 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 、 昭和59年 1 月 か ら 一部が供用開始 さ れた 。

表91 天神川流域下水道事業概要

○処理区域面積 ･ 人 口 ･ 汚水量

区 分 単 位 倉 吉 市 羽 合 町 東 郷 町 三 朝 町 関 金 町 北 条 町 合 。十

予定処理区域 蹴
( 1 , 3 8 5 . 9 )

9 2 6 . 8

( 4 3 9 . 5 )

34 0 . 2

( 26 1 . 0 )

1 8 7 . 5

( 1 9 5 . 4 )

1 8 9 . 4

( 7 3 . 0 )

62 . O

( 8 0 . 0 )

5 1 . 7

( 2 , 4 3 4 . 8 )

1 , 7 5 7 . 6

予定処理人 口 人
( 54 , 2 1 0 )

30 , 24 0

( 8 , 40 0 )

6 , 7 1 1

( 5 , 2 30 )

4 , 1 9 3

( 5 , 000 )

3 , 9 1 6

( 1 , 900 )

1 , 600

( 4 , 8 0 0 )

2 , 3 5 0

( 7 9 , 54 0 )

4 9 , 0 1 0

汚 水 量

( 日 最 大 )
mツ 日 84 , 1 76 30 , 868 1 5 , 70 5 1 7 , 35 0 3 , 660 6 , 48 8 1 5 8 , 24 7

艫) ( ) 内 は全体計画の区域及びそ の人 口

( ) 外は下水道事業。十画認可の区域及び人 口
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○施設概要 (下水道事業計画認可)

名 称 管 径 延 長 名 称 敷地面積 処理方式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 。十

%
2 , 000 () 200

1 , 1 00 () 900

1 , 350 () 900

1 , 3 50 ~ 900

鼈鯵
噸;組)

( 倉篭?

生讓)

(発 露?

天神浄化
セ ン タ ー

ha

約 1 2 . 1 6
標準

活性汚泥法

ガン日

。十画

( 1 6 0 , 0 0 0)

現有

20, 000

場ゾ“

流入下水
B O D 1 50

S S 1 50

放流水
B O D 1 5

S S 1 5

固 く ) 内 は全体。十画

(2) 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備モ デル事業、 農村基盤総合整備事業、 農業集落排水事業等に よ り 、 農業振興地区内

にあ る 集落 ( お おむね1 , 000人以下) か ら の排水を適切な処理を行 っ た後 、 放流す る も ので 、 農業

生産環境の保全、 農村の生活環境の保全を 目 的 と して い る 。

こ の施設では生活雑排水を含めて処理す る こ と と な る ため 、 生活雑排水対策 と して下水道 と 同様

極めて有効な処理方法であ る 。

県内 におけ る 平成 4 年 3 月 現在の農業集落排水処理施設実施地区は表91 の と お り で あ る 。

事業名 市町村名
集 落 名

(処理区名 )

。十画人 口

( 人 )

。十画戸数

( 戸 )

。十画 日 最大
汚 水 量

( ば / 日 )

処 理 方 式
供 用

開 始

農村総合整備モデル事業
郡 家 町 野 町 1 8 0 3 9 5 9 . 4 土 壌 被 覆 接 触 ば っ き 方 式 5 9 . 1 2

船 岡 町 船 岡 1 , 8 1 0 3 4 3 5 9 8 . O オ キ シ ブー シ ョ ン デ ィ チ 方式 工事中

河 原 町 佐貫 ･ 八日市 7 3 0 1 3 6 3 0 0 . O 接 触 は っ き 方 式 んツ

八 東 町 日 下 部 4 3 0 8 4 1 2 9 . O ん7 れ7

用 瀬 町 古用瀬 ･ 家奥 3 1 0 6 8 1 0 3 . O れ7 れ7

気 高 町 土 居 2 4 0 4 0 7 9 . 2 れ7 ん7

〃7 会 下 1 6 0 3 4 5 2 . 8 ん7 4 . 7

鹿 野 町 法 楽 寺 1 5 0 2 8 4 9 . 5 れッ 1 . 7

れ7 閉 野 1 9 0 2 8 6 2 . 7 ん7 工事中

んツ 岡 井 1 5 0 2 8 4 9 . 5 れ7 6 3 . 7

ん7 来 日 1 0 0 2 0 2 9 . 7 "ッ 4 . 8

んッ 河 内 ･ 下条 1 9 0 5 1 6 2 . 7 ん7 3 . 8

東 郷 町 宮 内 1 8 0 3 5 5 9 . 4 土 壌 被 覆 接 触 は っ き 方 式 5 9 . 1 2

れ7 川 上 2 5 0 4 8 8 2 . 5 回 分 式 活 性 汚 泥 方 式 1 . 4

"7 高辻 ･ 方面 2 3 0 4 7 7 9 . 5 接 触 は っ き 方 式 工事中
"7 埴 見 2 2 0 4 4 7 2 . 6 回 転 板 接 触 方 式 6 1 . 9

淀 江 町 福 岡 3 6 0 6 0 9 5 . 7 接 触 ば っ き 方 式 工事中

大 山 町 末吉 ･ 国信 5 9 0 1 2 8 1 9 4 . 7 ん7 3 . 4

ん7 上野 ･ 福尾 3 5 0 7 2 1 1 5 . 5 ん7 6 3 . 5

ん7 大 山 口 9 0 0 1 4 9 2 6 4 . O れ7 工事中

中 山 町 赤坂 ･ 下 甲 6 1 0 1 2 0 2 0 1 . 3 れツ れ7

鳥 取 市 横 枕 2 5 0 5 0 8 2 5 土 壌 被 覆 接 触 は っ き 方 式 6 2 5

ん7 倭 人 西 6 8 0 1 2 3 2 2 4 4 接 触 は っ き 方 式 2 7

設実
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事業名 市町村名
集 落 名

(処理区名 )

。十面人 口

( 人 )

。十画戸数

( 戸 )

。十画 日 最大

汚 水 量

( ポ / 日 )

処 理 方 式
供 用

開 始

農業集落排水事業
鳥 取 市 赤 子 田 2 4 0 2 5 7 9 . O れ7 4 . 1

たり 津 ノ 井 8 2 0 1 8 0 2 6 7 . 3 れ7 2 . 7

れツ 三 山 口 1 4 0 2 9 4 6 2 乙ツ 4 1

れ7 東 郷 3 7 0 6 3 9 5 . 7 れ7 工事中
れ7 松 保 1 , 1 0 0 2 7 9 3 7 0 . O れ7 れ7

米 子 市 尚 徳 1 , 9 1 0 3 6 2 6 4 0 . 2 オ キ シ デ ー シ ョ ン デ ィ チ 方式 れ7

倉 吉 市 小 田 5 6 0 1 6 4 1 8 4 8 接 触 ぼ っ き 方 式 〃ッ

河 原 町 国 英 9 9 0 2 2 8 3 3 0 . O れッ 〃7

佐 治 村 津 無 2 9 0 6 6 9 5 . 7 ん7 6 2 . 5

れツ 刈 地 2 1 0 4 5 6 9 . 3 れツ 6 3 . 3

"7 葛 谷 1 2 0 2 6 3 9 . 6 "7 6 3 . 3

れ7 古 市 2 2 0 4 9 7 2 . 6 れ7 2 . 3

ん7 余 戸 1 9 0 5 3 6 3 . O れ7 2 . 1 0

‘7 河 本 1 1 0 2 1 2 9 7 んツ 2 1

ん7 津 野 1 8 0 3 9 5 9 . 4 "グ 2 . 1 0

ん7 森 坪 2 1 0 4 9 6 9 . 3 れフ 工事中
"7 加 茂 7 6 0 2 0 2 2 5 0 . 8 れ7 ん7

乙ツ 加 瀬 木 8 8 0 2 2 2 2 9 0 4 んフ "ツ

東 郷 町 舎 人 9 7 0 2 2 2 3 3 0 0 オ キ シ デ ー シ ョ ン デ ィ チ 方式 "7

東 伯 町 倉 坂 3 0 0 6 5 9 9 . O 接 触 は っ き 方 式 れ7

会 見 町 会 見 2 , 5 2 0 5 4 9 8 3 1 . 6 オ キ シ プ ー シ ョ ン テ ィ チ 方式 れ7

日 吉津村 日 吉 津 1 , 7 7 0 3 1 8 5 8 4 0 ‘ツ 6 1 1 0

日 南 町 生 山 ･ 霞 1 , 6 0 0 3 4 9 4 4 8 8 回 分 式 活 性 汚 泥 方 式 工事中

江 府 町 川 筋 1 , 0 2 0 2 2 9 3 2 6 7 んッ れ7

( 2) 地域 し尿処理施長の整備

下水道。十画区域外の地域に お いて 、 10 1万人以上 3 万人未満を処理対象 と し て 、 し尿 と 生活雑排

水を併せて処理す る 廃棄物処理施設であ る 。

県内 に おけ る 地域 し尿処理施設の整備状況は 、 第 8 章の と お り で あ る 。

(4) 生活排水対策実践活動

中海について は 、 平成 2 年 3 月 策定の湖沼法に基づ く ｢中海に係 る湖沼水質保全。十画｣ に基づ き 、

計画 の主要施策の一つで あ る 生活排水対策 と し て 、 流域内 において養成 し た41 1名 の生活雑排水対

策推進を 中心 と して 、 浄化実践活動が積極的に展開 さ れて い る 。 ま た全県を対象 と した生活排水対

策推進大会の開催や 、 テ レ ビ ス ポ ッ ト 放映、 パ ン フ レ ッ ト 作成配布等各種普及活動を実施 した 。 湖

山池につ いて も 、 平成 3 年1 1 月 に策定 し た ｢湖山池水質管理。十画｣ に基づ き 、 地域に密着 し た 、 よ

り き め細か な浄化実践活動の積極的な発展を 図 っ てい る と こ ろ であ る 。

(5) その他

浄化槽には 、 し尿のみ を処理す る 単独処理浄化槽 と 、 し尿生活雑排水を合併 して処理す る 合併処

理浄化槽が あ る 。 合併処理浄化槽は生活雑排水を含めて処理す る こ と と な る た め生活排水対策 と し

ては 、 有効な処理方法であ る 。

な お 、 浄化槽について は 、 第 8 章に記載 し て い る 。
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